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安全上のご注意
（ご使用の前に必ずお読みください）
電子操作ターミナルの取付け，運転，保守・点検の前に、必ずこの取扱説明書と接続するシーケンサやそ
の他の付属書類をすべて熟読し、正しくご使用ください。機器の知識，安全の情報、そして注意事項のす
べてについて習熟してからご使用ください。
この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「警告」「注意」として区分してあります。

なお、 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
また、製品に付属している取扱説明書は必要なときに取り出して読めるよう大切に保管すると共に、必ず最
終ユーザまでお届け頂きますようにお願いいたします。

１.設計上の注意
参照
ページ

● 外部電源の異常、シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの故障などでも、必ずシス
テム全体が安全側に働くように、シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの外部で安
全回路を設けてください。
誤動作，誤出力により、事故の恐れがあります。
(1) 非常停止回路，保護回路、機械の破損防止のインタロック回路などは、必ずシーケン

サやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの外部で回路構成してください。
(2) シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックが、ウォッチドッグタイマエラーや入力値

エラーなどの自己診断機能で異常を検出したときやシーケンサＣＰＵで検出できない入
出力制御部分などの異常時は、出力制御が不能になることがあります。
このとき、機械の動作が安全側に働くように外部回路や機構の設計を行ってください。

(3) ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックやシーケンサの出力ユニットのリレー，トランジスタ，トラ
イアックなどの故障によっては、出力がＯＮしっぱなしになったり、ＯＦＦしっぱなしになっ
たりすることがあります。
重大な事故につながるような出力信号については、機械の動作が安全側に働くよう外
部回路や機構の設計を行ってください。

５～６

取扱いを誤ったばあいに、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける
可能性が想定されるばあい。

取扱いを誤ったばあいに、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を
受ける可能性が想定されるばあい、および物的損害だけの発生が想定される
ばあい。  　
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安全上のご注意
（ご使用の前に必ずお読みください）
２.取付け上の注意

３.廃棄時の注意

参照
ページ

● マニュアルに記載の一般仕様の環境で使用してください。
ほこり，油煙，導電性ダスト，腐食性ガス，可燃性ガスのある場所、高温，結露，風雨にさ
らされる場所、振動，衝撃がある場所で使用しないでください。
感電，火災，誤動作，製品の損傷あるいは劣化の原因となることがあります。

● ネジ穴加工や配線工事を行うときに、切粉や電線屑を位置決めユニットの通風窓へ落とし
込まないでください。
火災，故障，誤動作の原因となります。

● シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの通風窓に取付けてある防塵シートは、工事
完了後には取りはずしてください。火災，故障，誤動作の原因となることがあります。

● 増設ケーブルなどの接続ケーブルやメモリカセットは、所定のコネクタに確実に装着してくだ
さい。
接触不良により誤動作の原因となることがあります。

５～６

参照
ページ

● 製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱ってください。 ５～６
(2)



安全上のご注意
（ご使用の前に必ずお読みください）
４.配線上の注意
参照
ページ

● 取付け，配線作業などを行うときは、必ず電源を外部にて全相とも遮断してから行ってくだ
さい。
感電，製品損傷の恐れがあります。

● 同時にＯＮすると危険な正逆転用コネクタなどの負荷はシーケンサのプログラムでインタロッ
クする以外に、シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの外部でも必ずインタロックを
施してください。

１５～１８

参照
ページ

● ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの電源の配線は、このマニュアルに記載したとおりに接続し
てください。
ＡＣ電源を直流の入出力端子や直流電源の端子に接続すると、製品を焼損します。

● ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックおよびシーケンサの空端子 に外部で配線をしないでく
ださい。
製品損傷の恐れがあります。

● ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックおよびシーケンサのアース端子には２ｍｍ２以上の電線を用
いてＤ種接地を施してください。
ただし強電系とは共通設置しないでください。

１５～１８
(3)



安全上のご注意
（ご使用の前に必ずお読みください）
５.立上げ時の注意
参照
ページ

● 通電中には端子に触れないでください。
感電の恐れや、誤動作の原因となることがあります。

● 清掃および端子の増締めは、電源をＯＦＦしてから行ってください。
通電中に行うと感電の恐れがあります。

● 温調制御はマニュアルを熟読し、十分に安全を確認してから行ってください。
操作ミスにより機械の破損や事故の原因となることがあります。

５３～５８

参照
ページ

● 分解，改造はしないでください。故障、誤動作、火災の原因となることがあります。
＊修理については、三菱電機システムサービス株式会社にお問い合わせください。

● 増設ケーブルなどの接続ケーブルの着脱は電源をＯＦＦしてから行ってください。
故障，誤動作の原因となることがあります。

５３～５８
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ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロック

ユーザーズマニュアル

登録商標について

本マニュアルに記載してある会社名、製品名は、それぞれの会社の登録商標または商標です。

本書によって､工業所有権その他の権利の実施に対する保証､または実施権を許諾するものではありません。
また本書の掲載内容の使用により起因する工業所有権上の諸問題については､当社は一切その責任を負うこと
ができません。

このたびは、ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックをお買いあげいただき誠にありがとうございました。
本マニュアルはＭＥＬＳＥＣ-ＦＸシリーズのＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの取り扱いや操作に
ついて述べたものです。システムの構成や命令につきましては、次ページに記載の別冊マニュアル
とあわせてお読みください。
ご使用の前に、本書をお読みいただき、その仕様を十分ご理解のうえ正しくご使用いただきますよう
お願いいたします。
なお、本マニュアルにつきましては最終ユーザまでお届けいただきますようお願い申し上げます。

ごあんない
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参照マニュアル

本マニュアルはＭＥＬＳＥＣ-ＦＸシリーズのＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの取り扱いや操作について述
べたものです。システムの構成や命令につきましては、下記シーケンサ本体のマニュアルと、あわせてお読
みください。
ご使用の前に、本書およびシーケンサ本体のマニュアルをお読みいただき、その仕様を十分ご理解のうえ正
しくご使用いただきますようお願いいたします。
なお、本マニュアルにつきましては最終ユーザまでお届けいただきますようお願い申し上げます。

上記のうち、プログラミングマニュアル、ＦＸ３Ｕ，ＦＸ３ＵＣシリーズユーザーズマニュアル[ハードウェア編 ]は
製品に同梱されておりません。必要に応じて、本製品のご購入店へご請求ください。ＦＸ２Ｎハンディマニュ
アルとＦＸ２ＮＣハンディマニュアルは各製品に同梱されています。

マニュアル名称 マニュアル番号 内容

ＦＸ２Ｎ
ハンディマニュアル JY992D61601 ＦＸ２Ｎシリーズシーケンサの仕様、配線、取付などのハードウェア

に関する内容を記載したマニュアル

ＦＸ２ＮＣ
ハンディマニュアル JY992D70601 ＦＸ２ＮＣシリーズシーケンサの仕様、配線、取付などのハードウェ

アに関する内容を記載したマニュアル

ＦＸ３Ｕシリーズ
ユーザーズマニュアル
[ハードウェア編 ]

JY997D16101 ＦＸ３Ｕシリーズシーケンサの仕様、配線、取付などのハードウェア
に関する内容を記載したマニュアル

ＦＸ３ＵＣシリーズ
ユーザーズマニュアル
[ハードウェア編 ]

JY997D11601 ＦＸ３ＵＣシリーズシーケンサの仕様、配線、取付などのハードウェ
アに関する内容を記載したマニュアル

ＦＸ２Ｎ，ＦＸ２ＮＣ
プログラミングマニュアル JY992D62001 ＦＸ２Ｎ，ＦＸ２ＮＣシリーズの命令解説書

ＦＸ３Ｓ・ＦＸ３Ｇ・ＦＸ３ＧＣ・
ＦＸ３Ｕ・ＦＸ３ＵＣシリーズ
プログラミングマニュアル
[基本・応用命令解説編]

JY997D11701 ＦＸ３Ｓ，ＦＸ３Ｇ，ＦＸ３ＧＣ，ＦＸ３Ｕ，ＦＸ３ＵＣシリーズの命令解説書
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１.はじめに
1. はじめに

設計上の注意　

● 外部電源の異常、シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの故障などでも、必ずシステム全体
が安全側に働くように、シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの外部で安全回路を設けてく
ださい。
誤動作，誤出力により、事故の恐れがあります。
(1) 非常停止回路，保護回路、機械の破損防止のインタロック回路などは、必ずシーケンサや

ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの外部で回路構成してください。
(2) シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックが、ウォッチドッグタイマエラーや入力値エラー

などの自己診断機能で異常を検出したときやシーケンサＣＰＵで検出できない入出力制御部分
などの異常時は、出力制御が不能になることがあります。
このとき、機械の動作が安全側に働くように外部回路や機構の設計を行ってください。

(3) ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックやシーケンサの出力ユニットのリレー，トランジスタ，トライアック
などの故障によっては、出力がＯＮしっぱなしになったり、ＯＦＦしっぱなしになったりすることが
あります。
重大な事故につながるような出力信号については、機械の動作が安全側に働くよう外部回路
や機構の設計を行ってください。

取付け上の注意

● マニュアルに記載の一般仕様の環境で使用してください。
ほこり，油煙，導電性ダスト，腐食性ガス，可燃性ガスのある場所、高温，結露，風雨にさらされる
場所、振動，衝撃がある場所で使用しないでください。
感電，火災，誤動作，製品の損傷あるいは劣化の原因となることがあります。

● ネジ穴加工や配線工事を行うときに、切粉や電線屑を位置決めユニットの通風窓へ落とし込まない
でください。
火災，故障，誤動作の原因となります。

● シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの通風窓に取付けてある防塵シートは、工事完了後
には取りはずしてください。火災，故障，誤動作の原因となることがあります。

● 増設ケーブルなどの接続ケーブルやメモリカセットは、所定のコネクタに確実に装着してください。
接触不良により誤動作の原因となることがあります。

廃棄時の注意　

● 製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱ってください。
5



１.はじめに
1.1 製品概要
ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロック（以下ＦＸ２Ｎ-２ＬＣまたは、温度調節ブロックと省略します。）は２チャン
ネルの温度入力と２点のトランジスタ（オープンコレクタ）出力をもち、熱電対、または白金測温抵抗体から
の温度信号を読み込み、ＰＩＤ出力制御を行なうための特殊ブロックです。
ＦＸ２Ｎ、ＦＸ２ＮＣ、ＦＸ３Ｕ、ＦＸ３ＵＣシリーズシーケンサと接続して使用します。

(1) 入力センサとして熱電対、または白金測温抵抗体が２チャンネル使用できます。（混在使用可能）
(2) ＦＸ２Ｎ、ＦＸ２ＮＣ、ＦＸ３Ｕ、ＦＸ３ＵＣシリーズシーケンサと接続し、ＦＲＯＭ/ＴＯ命令により、データの書
込みや、読出しが行なえます。（ＰＩＤ制御の演算や、出力制御はＦＸ２Ｎ-２ＬＣが行ないます。ＰＩＤ演
算のためのシーケンスプログラムを作成する必要はありません。）

(3) 電流検出（ＣＴ）によるヒータの断線検知ができます。
(4) オートチューニングにより、比例帯、積分時間、微分時間の設定が簡単に行なえます。
(5) チャンネル間は絶縁されています。
6



２．製品構成
2. 製品構成

2.1 外形寸法

2.2 各部名称
ＦＸ２Ｎ-２ＬＣの各部の名称とはたらきを説明します。

①シーケンサ接続用ケーブル ⑤ＤＩＮレール取付け用溝（ＤＩＮレール幅３５ｍｍ）

②ネジ取付け用穴 ⑥ＤＩＮレール取付け用フック

③電源端子，入力端子，出力端子（Ｍ３端子ネジ） ⑦次段増設ケーブル接続用コネクタ

④状態表示ＬＥＤ

単位 ：ｍｍ

質量 ：０．３ｋｇ

外装色：マンセル０．０８ＧＹ／７．６４／０．８１

PTB

PTB
24+

COM
24-

OUT1
OUT2

CT
CT

FG

PTA

TC-

TC+
PTB

PTB
CT
CT

FG

PTA

TC-

TC+

CH1
CH2

端子台
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２．製品構成
2.3 状態表示

2.4 取付け方法
ＦＸ２Ｎ-２ＬＣはＦＸ２Ｎ、ＦＸ２ＮＣ、ＦＸ３Ｕ、ＦＸ３ＵＣシリーズシーケンサの基本ユニット、増設ユニットまたはそ
の他の増設ブロックの右側に取付けて使用します。
取付けには、ＤＩＮレール（ＤＩＮ４６２７７　３５ｍｍ幅）による取付け、またはＭ４ネジによる直接取付けが行
えます。

ＤＩＮレール取付け

ＤＩＮレール（ＤＩＮ４６２７７　３５ｍｍ幅）にＤＩＮレール取付け溝の上側を合わせ（①）、そのままＦＸ２Ｎ-２ＬＣ
をＤＩＮレールに押付けます（②）。
本体を取外すときは、ＤＩＮレール用フックを下方に引出し（③）、取外してください（④）。

直接取付け

ＦＸ２Ｎ-２ＬＣの左側に設けられた上下２箇所の取付け穴により盤面にネジ止めします。
取付けにはＭ４ネジを用います。
ＦＸ２Ｎ-２ＬＣの左側に設置される各ユニットやブロックとは１～２ｍｍの間隔を開けてください。

名称 表示 表示内容

ＰＯＷＥＲ
点灯（緑） シーケンサ本体からの５Ｖ電源供給あり

消灯 シーケンサ本体からの５Ｖ電源供給なし

２４Ｖ
点灯（赤） 外部からの２４Ｖ電源供給あり

消灯 外部からの２４Ｖ電源供給なし

ＯＵＴ１
点灯（赤） ＯＵＴ１出力ＯＮ

消灯 ＯＵＴ１出力ＯＦＦ

ＯＵＴ２
点灯（赤） ＯＵＴ２出力ＯＮ

消灯 ＯＵＴ２出力ＯＦＦ

�

�

取付け 取外し

�

�
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２．製品構成
2.5 シーケンサ本体との接続
シーケンサ本体とＦＸ２Ｎ-２ＬＣの接続は、増設ケーブルにより行います。
ＦＸ２Ｎ-２ＬＣはシーケンサの特殊ブロックとして扱われ、シーケンサに近い特殊ブロック、特殊ユニットから
ＮＯ．０～ＮＯ．７の特殊ブロック番号が自動的に与えられます。
（この番号がＦＲＯＭ／ＴＯ命令で指定するユニット番号になります。）
また、シーケンサのＩ／Ｏ占有点数は８点です。

シーケンサの入出力割付けの詳細は、ＦＸ２Ｎ、ＦＸ２ＮＣ、ＦＸ３Ｕ、ＦＸ３ＵＣシリーズシーケンサ用のマニュアル
を参照してください。

･ ＦＸ２Ｎ，ＦＸ３Ｕ，ＦＸ３ＵＣ※1シリーズシーケンサに接続時は最大８台、ＦＸ２ＮＣシリーズシーケンサに
接続時は最大４台の接続が可能です。

･ ＦＸ２ＮＣシリーズシーケンサと接続時は、ＦＸ２ＮＣ－ＣＮＶ－ＩＦが必要です。
･ ＦＸ３ＵＣシリーズシーケンサと接続時は、ＦＸ２ＮＣ－ＣＮＶ－ＩＦまたはＦＸ３ＵＣ－１ＰＳ－５Ｖが必要です。
･ 増設延長時は別売のＦＸ０Ｎ－６５ＥＣ形増設延長ケーブルとＦＸ２Ｎ－ＣＮＶ－ＢＣにより行います。
ＦＸ０Ｎ－６５ＥＣ形増設延長ケーブル(６５０ｍｍ)は、１システムに１本のみ使用できます。

※1 FX3UC-32MT-LTに接続時は､最大7台になります。また､ユニット番号はNo.1から始まります。

（　）内は入出力番号の割付けです。
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２．製品構成
ＭＥＭＯ
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３．仕様
3. 仕様

3.1 一般仕様

上記以外の一般仕様はシーケンサ本体と同じです。（シーケンサ本体のマニュアルを参照してください）

3.2 電源仕様

3.3 性能仕様

項目 仕様

耐電圧 ＡＣ ５００Ｖ　１分間（アナログ入力端子とアース端子間）

項 目 仕 様

駆動電源 ＤＣ ２４Ｖ　＋１０％ －１５％　駆動電源用端子から入力

通信用電源 ＤＣ ５Ｖ（シーケンサ本体より内部給電）

消費電流 ＤＣ ２４Ｖ　５５ｍＡ、　ＤＣ ５Ｖ　７０ｍＡ

絶縁方式 ホトカプラによりアナログ入力部とシーケンサ間を絶縁
ＤＣ／ＤＣコンバータにより電源、アナログ入力間を絶縁（各チャンネル間は絶縁）

入出力占有点数 ８点（入力、出力どちらでカウントしてもよい）

項目 内容

制御方式 二位置制御、ＰＩＤ制御（オートチューニング機能付）、ＰＩ制御

制御演算周期 ５００ｍＳ

設定温度範囲 入力レンジと同じ（７．２．３３参照）

ヒータ断線検知 バッファメモリの設定にて警報を検出（０．０～１００．０Ａの範囲で可変）

運転モード ０：測定値モニタ、１：測定値モニタ＋温度警報、２：測定値モニタ＋温度警報＋制御
（バッファメモリにより選択）

自己診断機能 調整データチェック、入力値ﾁｪｯｸ、ウォッチドッグタイマによる。　
異常検出時トランジスタ出力ＯＦＦ

メモリ ＥＥＰＲＯＭを内蔵（書換え回数：１０万回）

状
態
表
示

ＰＯＷＥＲ
点灯（緑） シーケンサ本体からの５Ｖ電源供給あり

消灯 シーケンサ本体からの５Ｖ電源供給なし

２４Ｖ
点灯（赤） 外部からの２４Ｖ電源供給あり

消灯 外部からの２４Ｖ電源供給なし

ＯＵＴ１
点灯（赤） ＯＵＴ１出力ＯＮ

消灯 ＯＵＴ１出力ＯＦＦ

ＯＵＴ２
点灯（赤） ＯＵＴ２出力ＯＮ

消灯 ＯＵＴ２出力ＯＦＦ
11



３．仕様
3.4 入力仕様
項 目 内容

温
度
入
力

入力点数 ２点

入力の
種類

熱電対 Ｋ、Ｊ、Ｒ、Ｓ、Ｅ、Ｔ、Ｂ、Ｎ、ＰＬⅡ、ＷＲｅ５-２６、Ｕ、Ｌ、ＪＩＳ Ｃ １６０２-１９９５

測温抵抗体 ３線式 Ｐｔ１００ ＪＩＳ Ｃ １６０４－１９９７(新ＪＩＳ)
ＪＰｔ１００ ＪＩＳ Ｃ １６０４－１９８１(旧ＪＩＳ)

測定精度
±０．７％ レンジスパン　±１ｄｉｇｉｔ
（±０．３％ レンジスパン　±１ｄｉｇｉｔ、周囲温度２３℃±５℃のとき）
ただし、Ｂ入力の０～３９９℃（０～７９９°Ｆ）およびＰＬⅡ、ＷＲｅ５-２６入力の
０～３２°Ｆは精度保証範囲外

冷接点温度補償誤差 ±１．０℃以内。ただし、入力値が －１５０～－１００℃では±２．０℃以内
－２００～－１５０℃では±３．０℃以内

分解能 ０．１℃（０．１°Ｆ）または１℃（１°Ｆ）（使用するセンサーの入力範囲により異なります）

サンプリング周期 ５００ｍｓ

外部抵抗の影響 約０．３５μＶ/Ω

入力インピーダンス １ＭΩ以上

センサー電流 約０．３ｍＡ

許容入力導線抵抗 １０Ω以下

入力断線時の動作 アップスケール

入力短絡時の動作 ダウンスケール

Ｃ
Ｔ
入
力

入力点数 ２点

電流検出器 ＣＴＬ-１２-Ｓ３６-８またはＣＴＬ-６-Ｐ-Ｈ（株式会社　ユー・アール・ディー社製）

ヒータ
電流
測定値

ＣＴＬ-１２使用時 ０．０～１００．０Ａ

ＣＴＬ-６使用時 ０．０～　３０．０Ａ

測定精度 入力値の±５％または２Ａのいずれか大きい方の値（電流検出器の精度は除く）

サンプル周期 １秒
12



３．仕様
3.5 入力レンジ

･ Ｂ使用時、0～399℃(0～799ﾟF)は精度保証範囲外です。
･ ＰＬⅡ使用時、0～32ﾟFは精度保証範囲外です。
･ ＷＲｅ５-２６使用時、0～32ﾟFは精度保証範囲外です。

3.6 出力仕様

センサーの種類 K J R S

入　力　範　囲

－２００.０～２００．０℃
－１００.０～４００.０℃
－１００～１３００℃
－１００～８００ﾟF
－１００～２４００ﾟF

－２００.０～２００.０℃
－１００.０～４００.０℃
－１００.０～８００.０℃
－１００～１２００℃
－１００～１６００ﾟF
－１００～２１００ﾟF

０～１７００℃
０～３２００ﾟF

０～１７００℃
０～３２００ﾟF

センサーの種類 E T Ｂ N

入　力　範　囲
－２００.０～２００.０℃
　　０～１０００℃
　　０～１８００ﾟF

－２００.０～２００.０℃
－２００.０～４００.０℃
　　 ０.０～４００.０℃
－３００.０～４００.０ﾟF
－３００.０～７００.０ﾟF
　　０.０～７００.０ﾟF

０～１８００℃
０～３０００ﾟF

０～１３００℃
０～２３００ﾟF

センサーの種類 PLⅡ WRe5-26 U L

入　力　範　囲 ０～１２００℃
０～２３００ﾟF

０～２３００℃
０～３０００ﾟF

－２００.０～６００.０℃
－３００.０～７００.０ﾟF

０.０～９００.０℃
０～１６００ﾟF

センサーの種類 JPt100 Pt100

入　力　範　囲
－５０.０～１５０.０℃
－２００.０～５００.０℃
－３００.０～３００.０ﾟF
－３００～９００ﾟF

－５０.０～１５０.０℃
－２００.０～６００.０℃
－３００.０～３００.０ﾟF
－３００～１１００ﾟF

項目 内容

出力点数 ２点

出力方式 ＮＰＮオープンコレクタトランジスタ出力

定格負荷電圧 ＤＣ５～２４Ｖ

最大負荷電圧 ＤＣ３０Ｖ以下

最大負荷電流 １００ｍＡ

ＯＦＦ時漏れ電流 ０．１ｍＡ以下

ＯＮ時最大電圧降下 ２．５Ｖ（ｍａｘ）、１．０Ｖ（ＴＹＰ）　　１００ｍＡ通電時

制御出力周期 ３０秒（１～１００秒の範囲で可変）
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３．仕様
ＭＥＭＯ
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４．配線
4. 配線

配線上の注意

● 取付け，配線作業などを行うときは、必ず電源を外部にて全相とも遮断してから行ってください。
感電，製品損傷の恐れがあります。

● 同時にＯＮすると危険な正逆転用コネクタなどの負荷はシーケンサのプログラムでインタロックする以
外に、シーケンサやＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの外部でも必ずインタロックを施してください。

            

● ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックの電源の配線は、このマニュアルに記載したとおりに接続してくださ
い。
ＡＣ電源を直流の入出力端子や直流電源の端子に接続すると、製品を焼損します。

● ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックおよびシーケンサの空端子 に外部で配線をしないでください。
製品損傷の恐れがあります。

● ＦＸ２Ｎ-２ＬＣ形温度調節ブロックおよびシーケンサのアース端子には２ｍｍ２以上の電線を用いてＤ
種接地を施してください。
ただし強電系とは共通設置しないでください。
15



４．配線
4.1 配線

● 熱電対入力使用時は、所定の補償導線を使用してください。
● 測温抵抗体は３線式のものを用い、リード線抵抗が小さく３線間の抵抗差のない線材により配線してく
ださい。

● 端子の締付けトルク：０．５～０．８Ｎ・ｍ

24+
24-

OUT1
COM
OUT2
CT
CT

PTA/　
FG

PTB/TC+
PTB/TC-
CT
CT

PTA/　
FG

PTB/TC+
PTB/TC-

SSR

SSR

FX2N-2LC
DC24V

+-

CT

CT

ﾋｰﾀ

ﾋｰﾀ

ｼｰﾙﾄﾞ線

ｼｰﾙﾄﾞ線

熱電対

熱電対

AC電源

※1

PTA/　
FG

PTB/TC+
PTB/TC-

ｼｰﾙﾄﾞ線
FX2N-2LC

測温抵抗体

温度センサーが熱電対（ＴＣ）のとき

温度センサーが測温抵抗体（ＲＴＤ）のとき

※１：ＦＸ２Ｎ-２ＬＣの 端子はＤ種接地されたシーケンサの 端子に接続してください。
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４．配線
4.2 圧着端子について
1つの端子に1本の線を配線する場合

圧着端子は下図の寸法のものを使用し、右下図のように取り扱ってください。

1つの端子に２本の線を配線する場合

圧着端子は下図の寸法のものを使用し、右下図のように取り扱ってください。

端子

端子ネジ 圧着端子

6.
2m
m以
下

6.
2m
m以
下

φ3.2

φ3.2

端子ネジ 圧着端子

端子

6.
2m
m以
下

6.
2m
m以
下

φ3.2

φ3.2

6.3mm以上

6.3mm以上
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４．配線
ＭＥＭＯ
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５．機能
5. 機能の紹介

ＦＸ２Ｎ-２ＬＣの機能を紹介します。
各機能の設定に関しては、後の「バッファメモリ（ＢＦＭ）」の記述を参照してください。

5.1 ＰＩＤ制御

5.1.1 簡易２自由度ＰＩＤ制御

ＰＩＤ制御は、Ｐ(比例帯)、Ｉ(積分時間)、Ｄ(微分時間)の各定数を設定することにより、安定した制御結
果を得ようとする制御方式です。しかし、このＰＩＤ制御も「設定に対する応答」がよくなるようにＰＩＤの各
定数を設定すると、「外乱に対する応答」が悪くなります。また、反対に「外乱に対する応答」がよくなる
ようにＰＩＤの各定数を設定すると、「設定に対する応答」が悪くなります。
ＦＸ２Ｎ-２ＬＣは、「外乱に対する応答」が良くなるＰＩＤ定数のままで、「設定に対する応答」の形状を
「早い」、「普通」，「遅い」の中から選択できる簡易２自由度ＰＩＤ制御をおこないます。
ＰＩＤの各設定や「設定に対する応答」の選択はバッファメモリによりおこないます。

 従来PID制御

 設定値(SV)変更に対する応答がよくなるようPID定数を設定した場合

設定値(SV)変更に対する応答 外乱に対する応答

 設定値(SV)  設定値(SV)

 外乱に対する応答がよくなるようPID定数を設定した場合

設定値(SV)変更に対する応答 外乱に対する応答

 設定値(SV)  設定値(SV)

 簡易2自由度PID制御

設定値(SV)変更に対する応答 外乱に対する応答

 設定値(SV)  設定値(SV)

早い

普通

遅い
19



５．機能
5.1.2 オーバーシュート防止機能

一般的にＰＩＤ制御は、偏差が長時間持続した場合、ＰＩＤ演算結果は操作量の有効範囲（０～１００％）
を越えてしまいます。このとき、偏差が小さくなっても積分動作のために、すぐには有効範囲の出力になりま
せん。そのために実際の修正動作の実行が遅れ、行き過ぎ（オーバーシュート・アンダーシュート）が生じます。

そこでＦＸ２Ｎ-２ＬＣでは、行き過ぎを防ぐためにＲＦＢ（Reset-feed-back）リミッタ機能を有しています。
ＲＦＢリミッタ機能はＰＩＤ演算結果がリミット点（出力リミッタ上限および下限）を越えたときに、越えた分を
積分値にフィードバックして演算結果をリミット点に保持させることにより、ＰＩＤ演算結果が常に有効範囲内に
なるように操作しています。そのため偏差が小さくなるとすぐに修正動作が働きます。
20



５．機能
5.2 二位置制御
比例帯（Ｐ）の値を０．０に設定すると、二位置制御となります。
二位置制御は、測定値(PV)が温度設定値(ＳＶ)より大きいか、小さいかによって制御出力(ＭＶ)をＯＮまた
はＯＦＦにして制御を行います。
また、調節感度（不感帯）を設定すると、温度設定値(ＳＶ)付近における出力のＯＮ、ＯＦＦのくりかえし
を防ぐことができます。
ただし、調節感度（不感帯）を大きくすると、その分上下のふらつきも大きくなります。また小さすぎると、測
定値の小さな振動などでチャタリング（ON-OFFを激しく繰り返す）の原因となります。

温度設定値(SV)

操作出力値(MV)

調節感度(不感帯)

ON OFF ON OFF
 時間

調節感度設定は
温度設定値(SV)
を中心として上
下に振り分けら
れます。

※
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５．機能
5.3 オートチューニング機能

5.3.1 ＡＴ（オートチューニング）

ＡＴ（オートチューニング）は、設定された温度に対するＰＩＤの最適定数を自動的に計測、演算、設定す
る機能です。
オートチューニングは、ＡＴ実行指令（ＣＨ１：ＢＦＭ＃２０、ＣＨ２：ＢＦＭ＃２９）の項目に“１”を設定す
ることで実行されます。（電源投入後、昇温中、制御安定時いずれでも任意の状態から開始できます。）
ＡＴが開始されると、設定値（ＳＶ）で二位置制御となります。
二位置制御とすることで強制的に出力をハンチングさせ、その振幅、振動の周期を測定します。
測定した値からＰＩＤの定数を計算し各パラメータに格納されます。
各パラメータに書き込まれる値は下記の範囲になります。

正しくＡＴが終了すると計算された新しいＰＩＤ定数で制御が続行されます。
ＡＴ実行中はイベント（ＣＨ１：ＢＦＭ＃１、ＣＨ２：ＢＦＭ＃２）のｂ１４が“１”となっています。
また、オートチューニングはＡＴバイアスが設定できます。

対象パラメータ 計算結果 書込まれる値

比例帯
（BFM #33，#52）

0.1%未満 0.1%(V1.22未満の製品は､0%になります)

1000.0%以上 1000.0%

積分時間
（BFM #34，#53）

1秒未満 1秒

3600秒以上 3600秒

微分時間
（BFM #35，#54） 3600秒以上 3600秒

オートチューニングで適切なＰＩＤ定数を計算するために、出力リミッターの上限設定は１００％、下限設定
は０％、出力変化率リミッタの機能はＯＦＦの状態でオートチューニングを行なってください。

温度設定値(SV)

AT開始
 時間

測定値(PV)

AT終了

(温度上昇中にATを行った場合の例)

▽
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５．機能
5.3.2 ＡＴの実行条件と中断

(1) ＡＴは下記条件で実行できます。
･ 制御開始/停止切換（ＢＦＭ＃１１）が「１:制御開始」であること。
･ 運転モード（ＢＦＭ＃３２，#５１）が「２：モニタ＋温度警報＋制御」であること。
･ ＡＵＴＯ/ＭＡＮモード切換（ＢＦＭ＃１８，#２７）が「０:ＡＵＴＯ」であること。
･ 測定値（ＰＶ値）（ＢＦＭ＃３，#４）が異常でないこと。
･ 出力リミッタ上限（ＢＦＭ＃３７，#５６）と出力リミッタ下限（ＢＦＭ＃３８，#５７）が同一の値でないこと。
･ 比例帯（ＢＦＭ＃３３，#５２）の設定が「０．０（二位置制御）」でないこと。

(2) ＡＴ中下記の条件となった場合、強制的にＡＴを終了し、ＡＴ異常終了フラグ（ＢＦＭ＃０　ｂ６：ＣＨ１
　ｂ７：ＣＨ２）がＯＮします。
･ 測定値　（ＰＶ値）（ＢＦＭ＃３，＃４）異常時。（断線など）
･ 設定値（ＳＶ値）（ＢＦＭ＃１２，＃２１）を変更したとき。
･ 制御開始/停止切換（ＢＦＭ＃１１）を「０:制御停止」にしたとき。
･ 入力の種類選択（ＢＦＭ＃７０，＃７１）を変更したとき。
･ ＡＵＴＯ/ＭＡＮモード切換（ＢＦＭ＃１８，＃２７）を「１:ＭＡＮ」に変更したとき。
･ 運転モード（ＢＦＭ＃３２，＃５１）を「２：モニタ＋温度警報＋制御」以外に変更したとき。
･ ＡＴバイアス（ＢＦＭ＃４５，＃６４）の設定を変更したとき。
･ ＰＶバイアス（ＢＦＭ＃４０，＃５９）の設定を変更したとき。
･ 一次遅れデジタルフィルタ設定（ＢＦＭ＃４３，＃６２）の値を変更したとき。
･ 出力リミッタ上限（ＢＦＭ＃３７，＃５６）、または出力リミッタ下限（ＢＦＭ＃３８，＃５７）の値を変更したとき。
･ 比例帯（ＢＦＭ＃３３，＃５２）の設定を「０．０（二位置制御）」に変更したとき。
･ ＡＴ結果のＰＩＤ定数算出値が設定範囲を超えたとき。

比例帯 ：０．１～１０００．０
積分時間：１～３６００
微分時間：０～３６００

･ ＡＴ実行指令（ＢＦＭ＃２０，＃２９）を「０：ＡＴ停止」としたとき。（ＡＴ異常フラグはＯＮしません）
･ 停電があったとき。（ＡＴ異常終了フラグはＯＮしません）

5.3.3 ＡＴバイアス

ＡＴバイアスは、測定値(ＰＶ)が温度設定値(ＳＶ)を超えないオートチューニングを行うときに設定します。
オートチューニングは、温度設定値(ＳＶ)で二位置制御を行い、測定値(ＰＶ)をハンティングさせることによっ
て、ＰＩＤの各定数を演算、設定します。しかし、制御対象によっては、このハンティングによるオーバーシュー
トが好ましくない場合があり、このような場合に、ＡＴバイアスを設定します。ＡＴバイアスを設定しますと、オー
トチューニングを行う設定値(ＳＶ)［ＡＴポイント］が変更できます。

温度設定値(SV)

AT開始
 時間

測定値(PV)

AT終了

(ATﾊﾞｲｱｽを(-)に設定した場合の例)

ATﾎﾟｲﾝﾄ
ATﾊﾞｲｱｽ

▽
▼
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５．機能
5.4 オート／マニュアル

5.4.1 オートモード（自動）とマニュアルモード（手動）

制御出力値(ＭＶ)を、温度設定値(ＳＶ)に対して自動的に演算された出力量（オートモード）とするか、手
動により任意に設定した出力量（マニュアルモード）とするかを切り換えることができます。
マニュアルモードにすると、イベント（ＣＨ１：ＢＦＭ＃１、ＣＨ２：ＢＦＭ＃２）のｂ１３（マニュアルモード移行
完了）が"１"となり，オートモード／マニュアルモードの確認ができます。
モードの変更には０．５秒必要です。また、切り替え時にはバラスレスバンプレス機能が働きます。

オートモード(自動)

測定値（ＰＶ）と温度設定値（ＳＶ）とを比較しＰＩＤ演算した制御出力（ＭＶ）を行うモードです。出荷
時はこのオートモードとなっています。
マニュアル出力値設定は、オートモード時、常に出力値（ＭＶ）と同じ値となっています。

マニュアルモード(手動)

出力（ＭＶ）値を、ある値に固定するモードです。
マニュアル出力値設定（ＢＦＭ＃１９，＃２８）を変更することにより、任意な値で固定することができます。
マニュアル出力値設定の変更は、イベント（ＣＨ１：ＢＦＭ＃１、ＣＨ２：ＢＦＭ＃２）のｂ１３が"１”となって
いるとき有効です。（マニュアルモードの時、設定変更可能）
マニュアルモード中も温度警報は有効となっています。

5.4.2 バランスレスバンプレス機能

自動から手動（手動から自動）に切り換えたとき、制御出力値（ＭＶ）の急変によるオーバーロードを防ぎます。

自動から手動への切換時の動作：自動時の制御出力値を手動に切り換えてもそのまま追従させます。

手動から自動への切換時の動作：手動から自動に切り換えたとき、温度設定値(ＳＶ)に対して自動的に
演算された制御出力値に切り換わります。

操作出力量

自動から手動に切換｡ただし､手動へ切り換えた時の操作出力量は､自動時の操
作力量に追従します。
手動による操作出力量変更｡
手動から自動に切換｡自動へ切り換えた時の操作出力量は､温度設定値(SV)に
対して自動的に演算された操作出力量になります｡

自 動 手 動 自 動

 時間△
①

△
②

△
③

①

②
③
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５．機能
5.5 ヒータ断線警報機能
ヒータ断線警報機能は、負荷に流れる電流を電流検出器（ＣＴ）によって検出し、検出された値（測定
ヒータ電流値）とヒータ断線警報の電流設定値とを比較して、測定ヒータ電流値がヒータ断線警報の電流
設定値以上、以下のばあいに警報状態とする機能です。
また、バッファメモリ（ＢＦＭ＃７、＃８）により、ヒータ電流を測定することもできます。

［接続例］

警報動作

ヒータ断線警報機能は、以下のような場合に警報状態になります。

(1)ヒータ電流が流れないとき・・・ヒータ断線、操作器の異常など
制御出力がＯＮのときに、測定ヒータ電流値がヒータ断線警報の電流設定値以下の場合、警報状態となり
ます。ただし、制御出力ＯＮ時間が0.5秒以下の場合は、ヒータ断線警報機能の動作は行いません。

(2)ヒータ電流が切れないとき・・・リレーの溶着など
制御出力がＯＦＦのときに、測定ヒータ電流値がヒータ断線警報の電流設定値を超える場合、警報状態とな
ります。ただし、制御出力ＯＦＦ時間が0.5秒以下の場合は、ヒータ断線警報機能の動作は行いません。

● ヒータ断線警報の電流設定値は実際のヒータ電流値よりも低めに設定してください。

電流検出器

ＣＴＬ-１２-Ｓ３６-８ （適用電流範囲：０．０～１００．０Ａ）

ＣＴＬ-６-Ｐ-Ｈ （適用電流範囲：０．０～３０．０Ａ）

株式会社　ユー・アール・ディー社製
連絡先は３．４を参照してください。

温度調節計

FX2N-2LC

測定値(PV)

制御出力

電流検出器入力

電流検出器

ｾﾝｻ

電源

操作機SSR

ﾋｰﾀ

制御対象
25



５．機能
5.6 ループ断線警報機能（ＬＢＡ）
ループ断線警報は、出力が１００％（または出力リミッタ上限）以上か、０％（または出力リミッタ下限）以
下になった時点からループ断線警報判定時間ごとに測定値（ＰＶ）の変化量を検出し、制御ループに異常
があると判断した時点でループ断線警報（ＣＨ１：ＢＦＭ＃１　ｂ８、ＣＨ２：ＢＦＭ＃２　ｂ８）をＯＮします。

異常判定基準

加熱制御（逆動作）

冷却制御（正動作）

異常対象

(1) 制御対象の異常 ：ヒータ断線、電源の未供給、配線ミスなど
(2) センサの異常 ：センサ抜け、ショートなど
(3) 操作器の異常 ：リレーの溶着、配線ミスなど
(4) 出力回路の異常 ：計器内部のリレーの溶着など
(5) 入力回路の異常 ：入力が変化しても測定値（ＰＶ）が変化しないなど

ＮＯＴＥ

･ オートチューニングを使用した場合には、ＬＢＡ設定時間は積分時間結果の２倍の値が自動的に設
定されます。ＬＢＡ設定時間は、積分値を変更しても変わりません。

･ オートチューニング中は、ループ断線警報機能は働きません。
･ ＬＢＡ設定時間が短すぎたり、制御対象に合わないばあいにはループ断線警報がＯＮ／ＯＦＦを繰り
返したり、ＯＮにならないときがあります。
このようなときは、ＬＢＡ設定時間を状況により変更してください。

･ ループ断線警報機能は、制御ループの中での異常を判断しますが、異常個所を限定することはでき
ません。
順次、制御系の確認をおこなってください。

出力が０％以下
または

出力リミッタ下限以下のとき
ループ断線設定時間内に測定値（ＰＶ）がループ断線判断変化幅（２℃）以上
下降しないばあいに警報状態となります。

出力が１００％以上
または

出力リミッタ上限以上のとき
ループ断線設定時間内に測定値（ＰＶ）がループ断線判断変化幅（２℃）以上
上昇しないばあいに警報状態となります。

出力が０％以下
または

出力リミッタ下限以下のとき
ループ断線設定時間内に測定値（ＰＶ）がループ断線判断変化幅（２℃）以上
上昇しないばあいに警報状態となります。

出力が１００％以上
または

出力リミッタ上限以上のとき
ループ断線設定時間内に測定値（ＰＶ）がループ断線判断変化幅（２℃）以上
下降しないばあいに警報状態となります。
26



６．警報
6. 警報

ＦＸ２Ｎ-２ＬＣでは１４種類の警報をもっており、用途に合わせ、４つまで使用できます。
使用する警報の種類はＢＦＭにより選択します。また各警報の結果はＢＦＭ＃１、＃２書込まれ、シーケン
サ本体に読出すことができます。
また、各警報を使用時、測定値（ＰＶ）が警報設定値付近にあるとき、入力のふらつきによって警報状態と、
非警報状態を繰り返すことがあります。このとき、警報不感帯を設定することにより、警報状態と、非警報状
態の繰り返しを防ぐことができます。（ＢＦＭ＃７６で警報１～４の不感帯を設定します。）

入力範囲 ：入力値の下限から上限までの数値
入力幅 ：入力値の下限から上限までの幅（入力幅＝上限値－下限値）

±入力幅・・・負の数値設定可能 ＋入力幅・・・正の数値設定のみ可能

警報
番号 警報種類 内容 設定範囲

0 機能ＯＦＦ 警報機能を使用しません。 －

1 上限入力値警報 測定値（ＰＶ）が警報設定値以上のときに警報状態となりま
す。 入力範囲

2 下限入力値警報 測定値（ＰＶ）が警報設定値以下のときに警報状態となりま
す。 入力範囲

3 上限偏差警報 偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
上のときに警報状態となります。 ±入力幅

4 下限偏差警報 偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
下のときに警報状態となります。 ±入力幅

5 上下限偏差警報 偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報
設定値以上のときに警報状態となります。 ＋入力幅

6 範囲内警報 偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報
設定値以下のときに警報状態となります。 ＋入力幅

7 待機付き上限入力値警報 測定値（ＰＶ）が警報設定値以上のときに警報状態となりま
す。ただし、電源投入時は無視されます。 入力範囲

8 待機付き下限入力値警報 測定値（ＰＶ）が警報設定値以下のときに警報状態となりま
す。ただし、電源投入時は無視されます。 入力範囲

9 待機付き上限偏差警報
偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
上のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時は無視されます。

±入力幅

10 待機付き下限偏差警報
偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
下のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時は無視されます。

±入力幅

11 待機付き上下限警報
偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報
設定値以上のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時は無視されます。

＋入力幅

12 再待機付き上限偏差警報
偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
上のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時と設定値変更時は無視されます。

±入力幅

13 再待機付き下限偏差警報
偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
下のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時と設定値変更時は無視されます。

±入力幅

14 再待機付き上下限警報
偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報
設定値以上のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時と設定値変更時は無視されます。

＋入力幅
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６．警報
上限入力値警報

測定値（ＰＶ）が警報設定値以上のときに警報状態となります。

下限入力値警報

測定値（ＰＶ）が警報設定値以下のときに警報状態となります。

上限偏差値警報

偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以上のときに警報状態となります。

警報設定値

測定値(PV)

警報状態 警報状態

非警報状態
時間

測定値(PV)

△

警報設定値

測定値(PV)

警報状態

時間

測定値(PV)

△
警報状態

非警報状態

警報状態非警報状態

 警報設定値

測定値(PV)

警報状態

偏差

測定値(PV)

 温度設定値(SV)

〔偏差がﾌﾟﾗｽ側のとき〕

時間

△
▲

 警報設定値

測定値(PV)

警報状態

偏差

測定値(PV)

 温度設定値(SV)

〔偏差がﾏｲﾅｽ側のとき〕

時間

△
▲
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下限偏差値警報

偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以下のときに警報状態となります。

上下限偏差値警報

偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報設定値以上のときに警報状態となります。
設定値を１０℃とすると上の１０℃、下に１０℃の範囲となります。

範囲内警報

偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報設定値以下のときに警報状態となります。
設定値を１０℃とすると上の１０℃、下に１０℃の範囲となります。

警報状態非警報状態

 警報設定値

測定値(PV)

警報状態

偏差

測定値(PV)

 温度設定値(SV)

〔偏差がﾌﾟﾗｽ側のとき〕

時間

△
▲

 警報設定値

測定値(PV)

警報状態

偏差

測定値(PV)

 温度設定値(SV)

〔偏差がﾏｲﾅｽ側のとき〕

時間
△

▲

警報設定値

測定値(PV)

警報状態 警報状態

非警報状態
時間

測定値(PV)

△
温度設定値(SV)

警報設定値

偏差

偏差

▲
△

警報設定値

測定値(PV)

警報状態 警報状態

非警報状態
時間

測定値(PV)

△

温度設定値(SV)

警報設定値

偏差

偏差

▲
△
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６．警報
警報の待機動作

待機動作とは、電源投入時に測定値（ＰＶ）が警報状態にあっても、これを無視し、測定値（ＰＶ）が
一度、警報状態から抜けるまで警報機能を無効にする動作です。
制御開始としたときも、待機動作となります。

警報の再待機動作

警報の再待機動作は、電源投入時、測定値（ＰＶ）が警報状態にあっても、これを無視し、測定値（ＰＶ）
が一度、警報状態から抜けるまで警報機能を無効にします。
また、温度設定値（ＳＶ）変更をおこなうと、これに追従し、偏差警報の測定値（ＰＶ）が変化します。
このとき、測定値（ＰＶ）が警報状態となったばあい、再び、これを無視し、測定値（ＰＶ）が、再度、
警報状態から抜けるまで警報機能を無効にします。

警報状態非警報状態

 警報設定値

測定値(PV)

警報状態

偏差

測定値(PV)
 温度設定値(SV)

待機動作あり

時間

△
▲

待機動作なし

待機動作領域

 警報設定値

測定値(PV)

警報状態

偏差

測定値(PV)
 温度設定値(SV)

時間

△
▲

 時間

測定値(PV)

再待機動作

警報状態 警報状態

非警報状態

 警報設定値

 温度設定値(SV1)

△
▲

 温度設定値(SV2)
偏差

偏差

△
▲

待機動作領域

設定値変更

測定値(PV)

待機動作領域

 警報設定値
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７．バッファメモリ
7. バッファメモリ（ＢＦＭ）

ＦＸ２Ｎ-２ＬＣの各設定や警報はバッファメモリ（以下ＢＦＭと省略します）を介し、シーケンサ本体から書込
みや読出しを行います。
各ＢＦＭは１６ビットで構成されています。ＦＲＯＭ/ＴＯ命令は１６ビット形式で扱って下さい。

7.1 バッファメモリ一覧

ＢＦＭ番号
名称 内容/設定範囲 初期値 備考

ＣＨ１ ＣＨ２

＃０ フラグ エラーフラグ、レディーフラグなど ０

Ｒ

－

－

＃１ ＃２ イベント 警報状態、昇温完了状態など ０ －

＃３ ＃４ 測定値　（ＰＶ値） 入力レンジの±５％　（℃ または ﾟF） ０．０ ○

＃５ ＃６ 制御出力値　（ＭＶ値） －５.０ ～ １０５.０（％） -５．０ ●

＃７ ＃８ ヒータ電流測定値 ０.０ ～ １０５.０（Ａ） ０．０ ●

＃９ 初期化指令 ０:未　　　　　１:全データの初期化
２:ＢＦＭ＃１０～＃６９の初期化 ０

Ｒ/Ｗ

－

＃１０ エラーリセット指令 0:未　　　　　1:エラーリセット ０ －

＃１１ 制御開始/停止切換 ０:制御停止　　１:制御開始 ０ －

＃１２ ＃２１ 設定値　（ＳＶ値） 設定範囲リミッタ内 ０．０

☆

○

＃１３ ＃２２ 警報１設定値
単位は℃または°Ｆ
設定範囲は、警報モード設定により異
なります。

０．０ ○

＃１４ ＃２３ 警報２設定値 ０．０ ○

＃１５ ＃２４ 警報３設定値 ０．０ ○

＃１６ ＃２５ 警報４設定値 ０．０ ○

＃１７ ＃２６ヒータ断線警報設定値 ０.０～１００.０（Ａ）
(０．０設定で警報ＯＦＦ) ０．０ ●

＃１８ ＃２７ ＡＵＴＯ/ＭＡＮモード切換 ０:ＡＵＴＯ　　１:ＭＡＮ ０

＃１９ ＃２８ ＭＡＮＵＡＬ出力設定値 －５.０ ～ １０５.０（％）　　　　　注１ ０．０ ●

＃２０ ＃２９ オートチューニング実行指令
０：オートチューニング停止中
１：オートチューニング実行中 ０ －

＃３０ 機種コード ２０６０ Ｒ
－

－

＃３１ 使用禁止 － － － －

＃３２ ＃５１ 運転モード
０：モニタ
１：モニタ＋温度警報
２：モニタ＋温度警報＋制御

２

Ｒ/Ｗ ☆

－

＃３３ ＃５２ 比例帯 ０．０～１０００．０（％ ｏｆ スパン）
（０．０設定で二位置制御) ３．０ ●

＃３４ ＃５３ 積分時間 １～３６００（秒） ２４０ －

＃３５ ＃５４ 微分時間 ０～３６００（秒） ６０ －

＃３６ ＃５５ 制御応答パラメータ ０：遅い　　　１：普通　　　２：速い ０ －

＃３７ ＃５６ 出力リミッタ上限 出力リミッタ下限～１０５．０（％） １００．
０ ●

＃３８ ＃５７ 出力リミッタ下限 －５．０（％）～出力リミッタ上限 ０．０ ●

＃３９ ＃５８ 出力変化率リミッタ ０．０～１００．０（％ / 秒）
（０．０設定で機能ＯＦＦ） ０．０ ●
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７．バッファメモリ
Ｒ ： 読出しのみ可能
Ｒ/Ｗ ： 読出し/書込みが可能
☆ ：ＢＦＭ＃８３の設定によりＥＥＰＲＯＭでの設定データバックアップが可能
注１ ： ＭＡＮＵＡＬモード移行完了がＯＮの時書き込み有効
● ： 小数点以下を含んだ数値を扱います。

実際の値を１０倍（ＢＦＭ ＃４０，＃５９は１００倍）した値で設定してください。
例　１００．０（実際の値）→１０００（設定値）

○ ： 入力種類（ＢＦＭ ＃７０，＃７１の設定）により、整数または小数点以下を含んだ数値を扱います。
小数点以下を含んだ数値を扱うときは、実際の値を１０倍した値で設定してください。

･ 読出し専用のバッファメモリに誤ってデータを書込んだばあい、その値は無視され、５００ｍｓ後に正規
のデータが上書きされます。

･ 読出し／書込みが可能なバッファメモリに設定範囲外の値を書込んだときはフラグ（ＢＦＭ＃０）の
設定値範囲外エラー（ｂ１）がＯＮします。
また、このときの範囲外となったバッファメモリは、設定範囲の上限値または下限値で制御を行ない
ます。

＃４０ ＃５９ センサ補正値設定(ＰＶバイアス) ±５０．００（％ ｏｆ スパン） ０．００

Ｒ/Ｗ ☆

●

＃４１ ＃６０ 調節感度（不感帯）設定 ０．０～１０．０（％ ｏｆ スパン） １．０ ●

＃４２ ＃６１ 制御出力周期設定 １～１００（秒） ３０ －

＃４３ ＃６２ 一次遅れデジタルフィルタ設定
０～１００（秒）
（０設定で機能ＯＦＦ) ０ －

＃４４ ＃６３ 設定変化率リミッタ ０．０～１００．０（％ / 分）
（０．０設定で機能ＯＦＦ） ０．０ ●

＃４５ ＃６４ ＡＴ（オートチューニング）バイアス ±入力スパン　（℃ または ﾟF） ０．０ ○

＃４６ ＃６５ 正動作／逆動作選択 ０：正動作　　　１：逆動作 １ －

＃４７ ＃６６ 設定リミッタ上限 設定リミッタ下限～入力範囲上限 １３００ ○

＃４８ ＃６７ 設定リミッタ下限 入力範囲下限～設定リミッタ上限 －１００ ○

＃４９ ＃６８ ループ断線警報判定時間 ０ ～ ７２００秒（０設定で警報ＯＦＦ） ４８０ －

＃５０ ＃６９ ループ断線警報不感帯 ０．０ または ０～入力スパン 
(℃ または ﾟＦ) ０．０ ○

＃７０ ＃７１ 入力の種類選択 ０～４3 ２ －

＃７２ 警報１モード設定

０～１４

０ －

＃７３ 警報２モード設定 ０ －

＃７４ 警報３モード設定 ０ －

＃７５ 警報４モード設定 ０ －

＃７６ 警報１～４の不感帯設定 ０．０～１０．０（％ ｏｆ スパン） １．０ ●

＃７７ 警報１～４の警報遅延回数 ０～２５５（回） ０ －

＃７８ ヒータ断線警報遅延回数 ３～２５５（回） ３ －

＃７９ 昇温完了範囲設定 １～１０の整数（℃ または Ｆ゚） １０ －

＃８０ 昇温完了ソーク時間 ０～３６００（秒） ０ －

＃８１ ＣＴモニタ方式切換 ０：ＯＮ電流/ＯＦＦ電流モニタ
１：ＯＮ電流のみモニタ ０ －

＃８２ 設定値範囲エラーアドレス ０：正常 　 １：～設定エラーアドレス ０ Ｒ
－

－

＃８３ 設定値バックアップ指令 ０：通常　　１：ＥＥＰＲＯＭ書込み開始 ０ Ｒ/Ｗ －
32



７．バッファメモリ
7.2 バッファメモリの詳細

7.2.1 ＢＦＭ＃０　フラグ

ｂ１５（温調レディーフラグ）の動作

動作説明

１．電源投入後、温調ＣＰＵの運転準備完了後、温調レディーフラグがＯＮします。

２．温調レディーフラグがＯＮしているときにＴＯ命令を受け付けます。

３．温調レディーフラグがＯＮしてから約９秒間測定データをサンプリングし、その後、測定値がＢＦＭ＃１２，
＃２１に格納されます。
この間、出力のＯＮ／ＯＦＦ動作は行なわれません。

ビット番号 内容 動作

ｂ０ エラー有り 下記ｂ１～ｂ１０のエラー発生時ＯＮします。

ｂ１ 設定値範囲エラー有り 設定範囲外のデータが書き込まれるとＯＮします。

ｂ２ ＤＣ２４Ｖ電源異常 駆動用電源（ＤＣ２４Ｖ）が供給されていないときＯＮします。

ｂ３ 設定値バックアップ異常
ノイズによる異常またはＦＸ２Ｎ-２ＬＣの故障発生時ＯＮします。
電源をＯＮ/ＯＦＦしてもエラー内容が消えないときは、
三菱電機システムサービス株式会社にご相談ください。

ｂ４ 使用不可 －

ｂ５ 使用不可 －

ｂ６ ＡＴ異常終了フラグ（ＣＨ１）
(V1.22以降の製品のみ) ＡＴ異常終了時に各ビットがＯＮします。

ＡＴ実行指令（ＢＦＭ＃２０）に０を書き込むことによりクリアさ
れます。（５．３参照）ｂ７ ＡＴ異常終了フラグ（ＣＨ２）

(V1.22以降の製品のみ)

ｂ８ 調整データ異常の
サムチェックエラー ノイズによる異常またはＦＸ２Ｎ-２ＬＣの故障発生時ＯＮします。

電源をＯＮ/ＯＦＦしてもエラー内容が消えないときは、
三菱電機システムサービス株式会社にご相談ください。ｂ９ 冷接点温度補償データエラー

ｂ１０ Ａ/Ｄ変換値異常

ｂ１１ 使用不可 －

ｂ１２ 制御中フラグ ＦＸ２Ｎ-２ＬＣが制御の状態のときＯＮします。

ｂ１３ 設定値バックアップ中 設定値のバックアップを実行している間ＯＮします。
７．２．４２参照

ｂ１４ 使用不可 －

ｂ１５ 温調レディーフラグ ＦＸ２Ｎ-２ＬＣが動作可能な状態であるときＯＮします。

温調ﾚﾃﾞｨｰ

Power ON 温調運転準備完了

最大500msかかります
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７．バッファメモリ
7.2.2 ＢＦＭ＃１（ＣＨ１）、＃２（ＣＨ２）イベント

ＢＦＭ＃１はＣＨ１に、ＢＦＭ＃２はＣＨ２に対応しています。ＢＦＭ＃１、＃２の各ビットの割付けは同じです。

ｂ１５（昇温完了状態）の動作

測定値（ＢＦＭ＃３，＃４）が設定温度（ＢＦＭ＃１２，＃２１）付近となったことを知らせる機能です。
昇温完了範囲（ＢＦＭ＃７９）に達しソーク時間（ＢＦＭ＃８０）後にイベント（ＢＦＭ＃１、＃２）のｂ１５が
ＯＮとなります。

ビット番号 割付け 内　　容

ｂ０ 入力異常（上限） 入力値がオーバースケールのときＯＮします。

ｂ１ 入力異常（下限） 入力値がアンダースケールのときＯＮします。

ｂ２ 冷接点温度補償データエラー ノイズによる異常またはＦＸ２Ｎ-２ＬＣの故障発生時ＯＮします。
電源をＯＮ/ＯＦＦしてもエラー内容が消えないときは、
三菱電機システムサービス株式会社にご相談ください。ｂ３ A/D変換値異常

ｂ４ 警報１ 警報が発生するとＯＮします。

ｂ５ 警報２ 警報が発生するとＯＮします。

ｂ６ 警報３ 警報が発生するとＯＮします。

ｂ７ 警報４ 警報が発生するとＯＮします。

ｂ８ ループ断線警報 ループ断線警報が発生するとＯＮします。

ｂ９ ヒータ断線警報 ヒータ断線警報が発生するとＯＮします。

ｂ１０ ヒータ溶着警報 ヒータ溶着警報が発生するとＯＮします。

ｂ１１ 出力状態モニタ
(V1.22以降の製品のみ) 出力の状態にあわせＯＮ／ＯＦＦします。

ｂ１２ 小数点位置
(0:1℃/ﾟF単位，1:0.1℃/ﾟF単位）

入力レンジ選択で０．１℃/ﾟF単位となる設定を選択するとＯＮ
します。

ｂ１３ ＭＡＮＵＡＬモード移行完了
ＭＡＮＵＡＬ出力モードに移行完了するとＯＮします。
また、ＭＡＮＵＡＬ出力設定値の書き込みはｂ１３がＯＮのとき
に限り可能です。

ｂ１４ ＡＴ（オートチューニング）実行中 オートチューニング実行中ＯＮします。

ｂ１５ 昇温完了状態 昇温完了範囲（ＢＦＭ＃７９）でソーク時間（ＢＦＭ＃８０）
経過後ＯＮします。

例1:ｿｰｸ時間設定“0”

設定値(SV)△

例2:ｿｰｸ時間設定 有り

設定値(SV)△

昇温完了範囲

昇温完了範囲

ｿｰｸ時間 ｿｰｸ時間

昇温完了

昇温完了
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7.2.3 ＢＦＭ＃３（ＣＨ１）、＃４（ＣＨ２）　測定値（ＰＶ値）

ＢＦＭ＃３にはＣＨ１の、ＢＦＭ＃４にはＣＨ２の測定値が格納されます。
単位は入力の種類選択（ＢＦＭ＃７０、＃７１）の設定により、℃、０．１℃、°Ｆ、０．１°Ｆとなります。
電源投入直後は、測定データのサンプリングのため約９秒遅れて測定値が各ＢＦＭに格納されます。

7.2.4 ＢＦＭ＃５（ＣＨ１）、＃６（ＣＨ２）　制御出力値（ＭＶ値）

ＢＦＭ＃５にはＣＨ１の、ＢＦＭ＃６にはＣＨ２の制御出力値（出力ＯＮ率）が格納されます。
表示範囲は－５．０～１０５．０（％）です。

7.2.5 ＢＦＭ＃７（ＣＨ１）、＃８（ＣＨ２）　ヒータ電流測定値

ＢＦＭ＃７にはＣＨ１のＣＴ、ＢＦＭ＃８にはＣＨ２のＣＴにより入力したヒータ電流測定値が格納されます。
表示範囲は０．０～１０５．０（Ａ）です。

7.2.6 ＢＦＭ＃９　初期化指令

設定値の初期化を行います。

Ｋ０（初期値）を書込むと初期化指令無効になります。
Ｋ１を書込むと、ＢＦＭ＃１０～＃８１を初期値に設定します。
Ｋ２を書込むと、ＢＦＭ＃１０～＃６９を初期値に設定します。

･ Ｋ１またはＫ２を書込んだとき初期化完了で自動的にＫ０が書込まれます。
･ 設定リミッタ上限、下限は入力レンジの上限値、下限値が初期値になります。
･ 初期化には最大５００ｍｓを要します。初期化実行中は初期化されるＢＦＭに対するＦＲＯＭ／ＴＯ
命令を駆動しないでください。

7.2.7 ＢＦＭ＃１０　エラーリセット指令

エラーのリセットを行います。
Ｋ１を書込むとＢＦＭ＃０で発生しているエラーのリセットをおこないます。
エラー発生の原因が解消されていない時は再度該当エラーのビットがＯＮします。
エラーリセット指令は、エラーリセット実行後、自動復帰しません。エラーリセット実行後、ＢＦＭ＃１０に再
度Ｋ０を書き込んでください。（エラーリセットを実行するときは、ＢＦＭ＃１０の値を０．５秒以上、Ｋ１の状
態にしてください。）

7.2.8 ＢＦＭ＃１１　制御開始/制御停止切換え

Ｋ０（初期値）を書込むと制御を停止します。
Ｋ１を書込むと制御を開始します。
シーケンサ本体のＲＵＮ→ＳＴＯＰ切替え時、出力は動作保持します。
出力を停止させるときは、必ずＢＦＭ＃１１により停止してください。

7.2.9 ＢＦＭ＃１２（ＣＨ１）、＃２１（ＣＨ２）　設定値（ＳＶ）

ＢＦＭ＃１２にはＣＨ１の、ＢＦＭ＃２１にはＣＨ２の設定値が格納されます。
単位は入力の種類選択（ＢＦＭ＃７０、＃７１）の設定により、℃、０．１℃、°Ｆ、０．１°Ｆとなります。
また、設定範囲は選択された入力レンジ範囲内となります。
設定リミッタ（ＣＨ１：ＢＦＭ＃４７、＃４８　ＣＨ２：ＢＦＭ＃６６＃６７）設定時はその範囲内で設定してください。
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7.2.10ＢＦＭ＃１３～＃１６（ＣＨ１）、＃２２～＃２５（ＣＨ２）　警報設定値（１～４）

警報モード設定（ＢＦＭ＃７２～＃７５）により選択された各警報の設定値を書込みます。
警報モード設定では、１４種類の設定から任意に４種類の選択ができます。
ＢＦＭ＃１３～＃１６（ＣＨ１）、＃２２～＃２５（ＣＨ２）は各チャンネルごとに若いＢＦＭ番号から警報１モー
ド、警報２モード、警報３モード、警報４モードと割付けられています。
また、ＢＦＭ＃１３～＃１６（ＣＨ１）、＃２２～＃２５（ＣＨ２）に書込む設定値の単位や設定範囲は、選択
された警報モードにより変化します。警報モード設定（ＢＦＭ＃７２～＃７５）の設定に合わせ、対応する設
定値を書込んで下さい。

7.2.11ＢＦＭ＃１７（ＣＨ１）、＃２６（ＣＨ２）　ヒータ断線警報設定値

ＢＦＭ＃１７にはＣＨ１の、ＢＦＭ＃２６にはＣＨ２のヒータ断線と認識するための値を設定します。
出力の状態、各チャンネルのＣＴから入力したヒータ電流測定値、ＢＦＭ＃１７（ＣＨ１）、＃２６（ＣＨ２）の
値によりヒータ断線警報（ＣＨ１：ＢＦＭ＃１　ｂ９、ＣＨ２：ＢＦＭ＃２　ｂ９）がＯＮします。
表示範囲は０．０～１００．０（Ａ）です。また、設定値が０．０の時ヒータ断線警報機能ＯＦＦとなります。
ヒータ断線警報設定値は実際のヒータ電流値よりも低く設定してください。

7.2.12ＢＦＭ＃１８（ＣＨ１）、＃２７（ＣＨ２）　ＡＵＴＯ/ＭＡＮＵＡＬモード切換え

ＢＦＭ＃１８でＣＨ１の、ＢＦＭ＃２７でＣＨ２のモード切換えをおこないます。
Ｋ０（初期値）を書込むとＡＵＴＯモードになります。
Ｋ１を書込むとＭＡＮＵＡＬモードになります。

ＡＵＴＯモード： 測定値（ＰＶ）と温度設定値（ＳＶ）を比較しＰＩＤ演算して制御出力（ＭＶ）を
おこないます。
ＡＵＴＯモード設定時はＭＡＮＵＡＬ出力値設定（ＣＨ１：ＢＦＭ＃１９、
ＣＨ２：ＢＦＭ＃２８）が常に制御出力と同じ値になります。

ＭＡＮＵＡＬモード：制御出力（ＭＶ）の値をＭＡＮＵＡＬ出力設定値
（ＣＨ１：ＢＦＭ＃１９、ＣＨ２：ＢＦＭ＃２８）の設定により固定にします。
ＭＡＮＵＡＬ出力設定値の変更は、ＭＡＮＵＡＬモードで動作中であってもイベント
（ＣＨ１：ＢＦＭ＃１、ＣＨ２：ＢＦＭ＃２）のｂ１３がＯＮしているときであれば可能です。
また、ＭＡＮＵＡＬモード中も温度警報は有効です。

7.2.13ＢＦＭ＃１９（ＣＨ１）、＃２８（ＣＨ２）　ＭＡＮＵＡＬ出力設定値

ＢＦＭ＃１９にＣＨ１の、ＢＦＭ＃２８にＣＨ２のＭＡＮＵＡＬモードでの出力ＯＮ率を書込みます。
表示範囲は－５．０～１０５．０（％）です。
出力のＯＮ/ＯＦＦ周期（時間）はＢＦＭ＃４２（ＣＨ１）、＃６１（ＣＨ２）により１～１００秒の間で設定ができます。
この時間のうち何％をＯＮとするかの設定です。

7.2.14ＢＦＭ＃２０（ＣＨ１）、＃２９（ＣＨ２）　ＡＴ（オートチューニング）実行指令

ＢＦＭ＃２０でＣＨ１の、ＢＦＭ＃２９でＣＨ２のオートチューニングを実行します。
Ｋ０を書込むとオートチューニング停止になります。
Ｋ１を書込むとオートチューニング実行になります。
ＡＴを再度実行するときは、ＡＴ完了後（ＢＦＭ＃１，＃２それぞれのｂ１４がＯＮ→ＯＦＦに変化します）
ＢＦＭ＃２０，ＢＦＭ＃２９にＫ０を書込んだ後、再度Ｋ１を書込んでください。

7.2.15ＢＦＭ＃３０　機種コード

ＦＸ２Ｎ-２ＬＣの機種コード２０６０（固定値）が格納されています。
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7.2.16ＢＦＭ＃３２（ＣＨ１）、＃５１（ＣＨ２）　運転モード

ＢＦＭ＃３２でＣＨ１の、ＢＦＭ＃５１でＣＨ２の運転モードを選択します。
Ｋ０を書込むとモニタのみ。（このとき制御出力は常にＯＦＦになります。）
Ｋ１を書込むとモニタ＋温度警報（このとき制御出力は常にＯＦＦになります。）
Ｋ２（初期値）を書込むとモニタ＋温度警報＋制御

･ モニタ： 測定値（ＢＦＭ＃３、＃４）
温度警報： イベントの入力異常（ＢＦＭ＃１、＃２のｂ０、ｂ１）と警報１～４（ＢＦＭ＃１、＃２の

ｂ４～ｂ７）の監視を指します。
制御： 温度制御（ＰＩＤ制御）と制御出力を指します。

･ 上記Ｋ０～Ｋ２の設定は制御開始（ＢＦＭ＃１１）のときにのみ有効です。
制御停止のときには上記の設定に関係なくモニタのみとなります。

7.2.17ＢＦＭ＃３３（ＣＨ１）、＃５２（ＣＨ２）　比例帯（Ｐ）

ＢＦＭ＃３３でＣＨ１の、ＢＦＭ＃５２でＣＨ２の比例帯を設定します。
偏差（設定値（ＳＶ）と測定値（ＰＶ）の差）に比例した制御出力をするための値です。
比例帯の値が大きいほど入力の変化に対する制御出力値（ＭＶ）の変化は小さくなり、逆に小さくすると
制御出力値（ＭＶ）の変化は大きくなります。（一般的に、比例帯は比例ゲインの逆数の関係にあります。）
しかし、大きすぎるとオーバーシュートが大きくなり、設定値に安定するまでに時間がかかります。
設定範囲は、０．０～１０００．０（％）です。また、０．０％に設定すると二位置動作となります。

7.2.18ＢＦＭ＃３４（ＣＨ１）、＃５３（ＣＨ２）　積分時間（Ｉ）

ＢＦＭ＃３４でＣＨ１の、ＢＦＭ＃５３でＣＨ２の積分時間を設定します。
積分動作は、偏差の大きさと、偏差の生じている時間に囲まれた面積に比例して操作量を変化させます。
比例動作では、操作量が安定した状態でも、自然放熱等により偏差（設定値（ＳＶ）と測定値（ＰＶ）の
差）が生じることがあり、積分動作は、その偏差をなくすはたらきがあります。この時積分動作だけで比例
動作と同じ操作量を得られるまでの時間を積分時間といいます。
積分時間が短いほど積分効率は良くなります。設定範囲は、１～３６００（秒）です。

7.2.19ＢＦＭ＃３５（ＣＨ１）、＃５４（ＣＨ２）　微分時間（Ｄ）

ＢＦＭ＃３５でＣＨ１の、ＢＦＭ＃５４でＣＨ２の微分時間を設定します。
微分動作は、測定値の変化速度に比例して操作量を変化させ、偏差（設定値（ＳＶ）と測定値（ＰＶ）
の差）が大きくなるのを未然に防ごうとするものです。
測定値が変化しようとする変化率に応答するため、外乱（外的要因による測定値の乱れ）に対する応答が
良くなります。偏差が一定で増減するとき、微分動作だけで比例動作と同じ操作量を得られるまでの時間を
微分時間といいます。
微分時間が大きいほど微分効果は大きくなります。
設定範囲は、０～３６００（秒）です。また、０秒に設定すると機能ＯＦＦとなります。
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7.2.20ＢＦＭ＃３６（ＣＨ１）、＃５５（ＣＨ２）　制御応答パラメータ

ＢＦＭ＃３６でＣＨ１の、ＢＦＭ＃５５でＣＨ２の制御応答パラメータを設定します。
制御応答パラメータとは、ＰＩＤ制御において温度設定値（ＳＶ）変更に対する応答を３段階（遅い、普
通、速い）から選択する機能です。
Ｋ０を書込むと、“遅い”の設定になります。
Ｋ１を書込むと“普通”の設定になります。
Ｋ２を書込むと“速い”の設定になります。
下記にそれぞれの動作を示します。

温度設定値（ＳＶ）の変更に対する制御対象の応答を速くしたい時は、”速い”を選択して下さい。
ただし、このばあい若干のオーバーシュートは避けられません。
制御対象によりオーバーシュートを避けたい時は”遅い”を選択してください。

 時間

測定値(PV)

 温度設定値(SV)1

▲

 温度設定値(SV)2

▲

早い
普通

遅い

 温度設定値(SV)変更点

変更
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7.2.21ＢＦＭ＃３７（ＣＨ１）、＃５６（ＣＨ２）　出力リミッタ上限
ＢＦＭ＃３８（ＣＨ１）、＃５７（ＣＨ２）　出力リミッタ下限

ＢＦＭ＃３７でＣＨ１の、ＢＦＭ＃５６でＣＨ２の出力リミッタ上限を
また、ＢＦＭ＃３８でＣＨ１の、ＢＦＭ＃５７でＣＨ２の出力リミッタ下限を設定します。
制御出力値（ＭＶ、ＢＦＭ＃５、＃６）の設定に上限、下限を付けたいときに用います。
設定範囲は、上限：出力リミッタ下限～１０５（％）、下限：－５．０％～出力リミッタ上限となります。

･ 出力リミッタがかかっていると、オートチューニング時に適切なＰＩＤ定数が得られないことがあります。
オートチューニングを使用するときは、出力リミッタを使用しないでください。

･ 二位置制御使用時、出力リミッタは無効となります。

7.2.22ＢＦＭ＃３９（ＣＨ１）、＃５８（ＣＨ２）　出力変化率リミッタ

ＢＦＭ＃３９でＣＨ１の、ＢＦＭ＃５８でＣＨ２の出力変化率リミッタを設定します。
出力変化率リミッタは、単位時間（１秒）当たりの制御出力値（ＭＶ）の変化量を制限する機能です。
設定された出力変化率によって出力の制限をおこないます。
設定範囲は、０～１００（％）です。また、０．０％に設定すると機能ＯＦＦになります。

電源投入時（比例帯外のとき）や設定値変更時（大きな変更をおこなったとき）、出力が急変せず、設定
した傾きに基づき出力します。

･ 出力変化率リミッタの値を小さく（傾きを小さく）設定すると制御応答が遅くなり、微分の効果がなく
なります。

･ 二位置制御使用時は、出力変化率リミッタは無効となります。
･ 出力変化率リミッタがかかっていると、オートチューニング時に適切なＰＩＤ定数が得られないことがあ
ります。オートチューニングを使用するときは、出力変化率リミッタを使用しないでください。

 出力ﾘﾐｯﾀ(上限)

 出力ﾘﾐｯﾀ(下限)

100%

0%

MV

出力変化率ﾘﾐｯﾀをかけない場合

0.1～100.0%

1秒間

 出力ﾘﾐｯﾀ上限

 出力ﾘﾐｯﾀ下限

電源投入･設定値変更･外乱
などによる出力の突変

1秒間に何%だけ操作出力を
変化させるかを設定します

操作出力値(MV)　

操作出力値(MV)　

出力の
突変
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７．バッファメモリ
7.2.23ＢＦＭ＃４０（ＣＨ１）、＃５９（ＣＨ２）　センサ補正値設定（ＰＶバイアス）

ＢＦＭ＃４０でＣＨ１の、ＢＦＭ＃５９でＣＨ２のセンサ補正値を設定します。
実際の入力値に設定値を加算（補正）して、測定値（ＢＦＭ＃３、＃４）に格納します。
センサ個々のバラツキや他の計器との測定値（ＰＶ）の違いを補正するときに使用します。

設定範囲は、±５０．００（％）です。

例

条件：レンジスパン４００℃において、２℃の補正をするとき。

このとき、センサ補正値は、
センサ補正値＝２（℃）／４００（℃）×１００＝０．５（％）　　となります。

また、表示値は、
表示値＝測定値（ＰＶ）＋センサ補正値　　となります。

7.2.24ＢＦＭ＃４１（ＣＨ１）、＃６０（ＣＨ２）　調節感度（不感帯）設定

ＢＦＭ＃４１でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６０でＣＨ２の調節感度（不感帯）を設定します。
調節感度の設定により、二位置制御実行時、温度設定値（ＳＶ）付近における出力のＯＮ/ＯＦＦの繰返
しを防ぐことができます。調節感度で設定された値は、測定値（ＢＦＭ＃１２、＃２１）を中心として上下に
振り分けられます。（設定値が１０％のときは、上に５％、下に５％、合計１０％幅となります。）
設定範囲は、０．０～１０．０（％）です。

例

条件：レンジスパン４００℃において、１０．０％の設定をしたとき。
４００（℃）×１０．０（％）／１００＝４０（℃）
設定値が２００℃のとき、１８０℃～２２０℃の間が不感帯となります。

調節感度（不感帯）を大きくすると、上下のふらつきが大きくなります。
また、小さすぎると測定値の小さな振動によりチャタリングの原因となります。

 時間

測定値(PV) 補正値2℃

表示値

実際の測定値
温度設定値(SV)

温度設定値(SV)

制御出力値(MV)

調節感度(不感帯)

ON OFF ON OFF
 時間

調節感度設定は
温度設定値(SV)
を中心として上
下に振り分けら
れます。

※
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７．バッファメモリ
7.2.25ＢＦＭ＃４２（ＣＨ１）、＃６１（ＣＨ２）　制御出力周期設定

ＢＦＭ＃４２でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６１でＣＨ２の制御出力周期を設定します。
出力がＯＮ/ＯＦＦ動作を行う時間を設定します。
ここで設定された時間×制御出力値（％）が、ＯＮ時間、
ここで設定された時間×（１００－制御出力値（％））がＯＦＦ時間となります。設定範囲は、１～１００（秒）です。

7.2.26ＢＦＭ＃４３（ＣＨ１）、＃６２（ＣＨ２）　一次遅れデジタルフィルタ設定

ＢＦＭ＃４３でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６２でＣＨ２の一次遅れデジタルフィルタを設定します。
ＦＸ２Ｎ-２ＬＣには、測定値（ＰＶ）のノイズによる変動を低減させるためにソフトウェアの入力フィルタをもって
おり、この入力フィルタの時定数を制御対象の特性とノイズレベルに合わせ、設定することができます。
この値が小さすぎると入力フィルタとしての効果がえられず、逆に大きすぎると入力の応答性が悪くなります。
設定範囲は、０～１００（秒）です。設定０（秒）のときに機能ＯＦＦとなります。
機能ＯＦＦのときは、サンプリング周期（５００ｍｓ）での取込みとなります。

制御出力
ＯＮ ＯＦＦ

制御出力周期

実際の測定値(PV)入力

一時遅れﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀを通した
測定値(PV)入力

ﾌｨﾙﾀを通した
振幅の幅

入力の振幅の幅

ﾉｲｽﾞによるﾊﾟﾙｽ入力
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７．バッファメモリ
7.2.27ＢＦＭ＃４４（ＣＨ１）、＃６３（ＣＨ２）　設定変化率リミッタ

ＢＦＭ＃４４でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６３でＣＨ２の設定変化率リミッタを設定します。
温度設定値を変更したとき、温度設定値の差を段階的に変化させる機能です。
１分間当たりの変化量（％）により設定します。
設定範囲は、０．１～１００．０（％）です。設定０（％）のときに機能ＯＦＦとなり設定値はただちに変化します。
例

温度設定値１（ＳＶ１）から温度設定値２（ＳＶ２）へ変更したばあい

･ 電源投入時にはＰＶ値からＳＶ値に段階的に変化します。（設定変化率リミッタ機能使用時）
･ 警報機能を使用時、段階的に変化しているときの警報待機動作はおこないません。

(設定値を高くした場合の例)

ｽﾊﾟﾝの
0.1～100.0%

1分間

設定値変更

1分間にて､ｽﾊﾟﾝの何%だけ設定
値を上昇させるか設定します｡

SV2

▲

SV2

▲

SV

SV
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７．バッファメモリ
7.2.28ＢＦＭ＃４５（ＣＨ１）、＃６４（ＣＨ２）　ＡＴ（オートチューニング）バイアス

ＢＦＭ＃４５でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６４でＣＨ２のＡＴ（オートチューニング）バイアスを設定します。
設定範囲は、±入力レンジスパン（℃ または °Ｆ）です。
ＡＴバイアスは、オートチューニング実行時に測定値（ＰＶ）が温度設定値（ＳＶ）を超えたくない制御対象
に用いるばあいに設定します。
オートチューニングは、温度設定値（ＳＶ）に対し二位置制御をおこない、測定値（ＰＶ）をハンチングさせ
ることによって、ＰＩＤの各定数を演算、設定します。しかし、制御対象によっては、このハンチングによるオー
バーシュートが好ましくないものがあります。このときＡＴバイアスを設定することによりオートチューニングをおこ
なう設定値（ＳＶ、ＡＴポイント）の変更ができます。

7.2.29ＢＦＭ＃４６（ＣＨ１）、＃６５（ＣＨ２）　正動作/逆動作選択

ＢＦＭ＃４５でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６４でＣＨ２の正動作/逆動作を選択します。
Ｋ０を書込むと、”正動作”の設定になります。
Ｋ１（初期値）を書込むと”逆動作”の設定になります。

初期値は「逆動作」（加熱制御用）となっています。

正動作（０） 温度が設定値よりも高いとき 冷却制御用

逆動作（１） 温度が設定値よりも低いとき 加熱制御用

温度設定値(SV)

AT開始
 時間

測定値(PV)

AT終了

(ATﾊﾞｲｱｽを(-)に設定した場合の例)

ATﾎﾟｲﾝﾄ
ATﾊﾞｲｱｽ

▽
▼
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７．バッファメモリ
7.2.30ＢＦＭ＃４７（ＣＨ１）、＃６６（ＣＨ２）　設定リミッタ上限
ＢＦＭ＃４８（ＣＨ１）、＃６７（ＣＨ２）　設定リミッタ下限

ＢＦＭ＃４７でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６６でＣＨ２の設定リミッタ上限を
また、ＢＦＭ＃４８でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６７でＣＨ２の設定リミッタ下限を設定します。
温度設定値（ＳＶ、ＢＦＭ＃１２、＃２１）の設定に上限、下限を付けたいときに用います。
設定リミッタ範囲外の温度設定（ＳＶ）をおこなうと、”設定範囲エラー有り”のエラーフラグ（ＢＦＭ＃０
ｂ１）がＯＮします。
また、入力レンジ番号の変更により、設定リミッタ上限、設定リミッタ下限の設定値が入力レンジ範囲外となる
と、設定リミッタ上限、設定リミッタ下限の設定値が原因で上記エラーフラグがＯＮします。
入力レンジ番号の変更時は、設定リミッタの値が入力レンジ範囲内になるよう変更してください。
設定範囲は、上限：設定リミッタ下限～入力範囲の上限、下限：入力範囲の下限～設定リミッタ上限となり
ます。（初期値は入力レンジ範囲の－１００～１３００です。）
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７．バッファメモリ
7.2.31ＢＦＭ＃４９（ＣＨ１）、＃６８（ＣＨ２）　ループ断線警報判定時間

ＢＦＭ＃４９でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６８でＣＨ２のループ断線警報判定時間を設定します。
ループ断線警報は、出力が１００％（または出力リミッタ上限）以上か、０％（または出力リミッタ下限）以
下になった時点からループ断線警報判定時間ごとに測定値（ＰＶ）の変化量を検出し、制御ループに異常
があると判断した時点でループ断線警報（ＣＨ１：ＢＦＭ＃１　ｂ８、ＣＨ２：ＢＦＭ＃２　ｂ８）をＯＮします。

設定範囲は、０～７２００（秒）です。設定０（秒）のときに機能ＯＦＦとなります。

異常判定基準

加熱制御（逆動作）

冷却制御（正動作）

異常対象

(1) 制御対象の異常 ：ヒータ断線、電源の未供給、配線ミスなど
(2) センサの異常 ：センサ抜け、ショートなど
(3) 操作器の異常 ：リレーの溶着、配線ミスなど
(4) 出力回路の異常 ：計器内部のリレーの溶着など
(5) 入力回路の異常 ：入力が変化しても測定値（ＰＶ）が変化しないなど

ループ断線警報機能は、制御ループの中での異常を判断しますが、異常個所を限定することはできません。
順次、制御系の確認をおこなってください。

出力が０％以下
または

出力リミッタ下限以下のとき
ループ断線設定時間内に測定値（ＰＶ）がループ断線判断変化幅（２℃）以上
下降しないばあいに警報状態となります。

出力が１００％以上
または

出力リミッタ上限以上のとき
ループ断線設定時間内に測定値（ＰＶ）がループ断線判断変化幅（２℃）以上
上昇しないばあいに警報状態となります。

出力が０％以下
または

出力リミッタ下限以下のとき
ループ断線設定時間内に測定値（ＰＶ）がループ断線判断変化幅（２℃）以上
上昇しないばあいに警報状態となります。

出力が１００％以上
または

出力リミッタ上限以上のとき
ループ断線設定時間内に測定値（ＰＶ）がループ断線判断変化幅（２℃）以上
下降しないばあいに警報状態となります。
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７．バッファメモリ
7.2.32ＢＦＭ＃５０（ＣＨ１）、＃６９（ＣＨ２）　ループ断線警報不感帯

ＢＦＭ＃５０でＣＨ１の、ＢＦＭ＃６９でＣＨ２のループ断線警報不感帯を設定します。
ループ断線警報は、外乱（他の熱源などの影響）により制御系に異常が無いときでも警報状態になることが
あります。このときループ断線警報不感帯を設定することにより、警報状態にならない領域（非警報領域）
を設けることができます。ループ断線警報不感帯を１０℃と設定すると、設定値（ＳＶ）に対し、上下１０℃
（２０℃幅）が、非警報領域となります。
測定値（ＰＶ）が非警報領域内にあるときは、条件が揃っても警報状態になりません。
設定範囲は、０．０（または０）～入力レンジスパン（℃ または °Ｆ）です。設定０（秒）のときに機能
ＯＦＦとなります。

※1 昇温時:警報状態領域
※2 昇温時:非警報状態領域
※3 LBD動作隙間(0.01%FS)

降温時:非警報状態領域
降温時:警報状態領域

警報状態領域 警報状態領域

※３
LBD動作隙間

※３
LBD動作隙間非警報状態領域

 Low High
温度設定値(SV) LBD設定値

※1 ※2
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７．バッファメモリ
7.2.33ＢＦＭ＃７０（ＣＨ１）、＃７１（ＣＨ２）　入力の種類選択

ＢＦＭ＃７０でＣＨ１の、ＢＦＭ＃７１でＣＨ２の入力の種類を選択します。
初期値は”２”で設定されています。

※Ｂ入力の0～399℃(0～799ﾟF)は精度保証範囲外です。

※PLⅡ入力の0～32ﾟFは精度保証範囲外です。

※WRe5-26入力の0～32ﾟFは精度保証範囲外です。

設定値 ｾﾝｻｰの
種類 入力範囲 単位 設定値 ｾﾝｻｰの

種類 入力範囲 単位

0

K

-200.0 ～200.0 １０－１℃ 24
B

0 ～ 1800 ℃

1 -100.0 ～400.0 １０－１℃ 25 0 ～ 3000 ﾟF

2 -100 ～ 1300 ℃ 26
N

0 ～ 1300 ℃

3 -100 ～　800 ﾟF 27 0 ～ 2300 ﾟF

4 -100 ～ 2400 ﾟF 28
PLⅡ

0 ～ 1200 ℃

5

J

-200.0 ～200.0 １０－１℃ 29 0 ～ 2300 ﾟF

6 -100.0 ～400.0 １０－１℃ 30
WRe5-26

0 ～ 2300 ℃

7 -100.0 ～800.0 １０－１℃ 31 0 ～ 3000 ﾟF

8 -100 ～ 1200 ℃ 32
U

-200.0 ～600.0 １０－１℃

9 -100 ～ 1600 ﾟF 33 -300.0 ～700.0 １０－１ﾟF

10 -100 ～ 2100 ﾟF 34
L

0.0 ～900.0 １０－１℃

11
R

0 ～ 1700 ℃ 35 0 ～ 1600 ﾟF

12 0 ～ 3200 ﾟF 36

JPt100

-50.0 ～150.0 １０－１℃

13
S

0 ～ 1700 ℃ 37 -200.0 ～500.0 １０－１℃

14 0 ～ 3200 ﾟF 38 -300.0 ～300.0 １０－１ﾟF

15

E

-200.0 ～200.0 １０－１℃ 39 -300 ～  900 ﾟF

16 0 ～ 1000 ℃ 40

Pt100

-50.0 ～150.0 １０－１℃

17 0 ～ 1800 ﾟF 41 -200.0 ～600.0 １０－１℃

18

T

-200.0 ～200.0 １０－１℃ 42 -300.0 ～300.0 １０－１ﾟF

19 -200.0 ～400.0 １０－１℃ 43 -300 ～ 1100 ﾟF

20 0.0 ～400.0 １０－１℃

21 -300.0 ～400.0 １０－１ﾟF

22 -300.0 ～700.0 １０－１ﾟF

23 0.0 ～700.0 １０－１ﾟF
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7.2.34ＢＦＭ＃７２～＃７５　警報モードの設定

ＦＸ２Ｎ-２ＬＣでは１４種類の警報をもっており、用途に合わせ、４つまで使用できます。
ＢＦＭ＃７２に、警報１で使用する警報の警報番号を書込みます。
ＢＦＭ＃７３に、警報２で使用する警報の警報番号を書込みます。
ＢＦＭ＃７４に、警報３で使用する警報の警報番号を書込みます。
ＢＦＭ＃７５に、警報４で使用する警報の警報番号を書込みます。

ここで選択された警報モードは２チャンネル共通となります。
ただし、各警報のための設定値はチャンネルごとに設定でき、結果もチャンネルごとに得ることができます。
（ＣＨ１の設定値：ＢＦＭ＃１３～＃１６、ＣＨ２の設定値：ＢＦＭ＃２２～＃２５
ＣＨ１の警報結果：ＢＦＭ＃１　ｂ４～ｂ８、ＣＨ２の警報結果：ＢＦＭ＃２　ｂ４～ｂ８）
また、同じ警報の種類を異なるＢＦＭ番号に重複して設定することも可能です。

初期値は”０（機能ＯＦＦ）”の設定になっています。詳細は６章を参照してください。

入力範囲 ：入力値の下限から上限までの数値
入力幅 ：入力値の下限から上限までの幅（入力幅＝上限値－下限値）
±入力幅 ：負の数値設定可能
＋入力幅 ：正の数値設定のみ可能

警報
番号 警報種類 内容 設定範囲

0 機能ＯＦＦ 警報機能を使用しません。 －

1 上限入力値警報 測定値（ＰＶ）が警報設定値以上のときに警報状態となりま
す。 入力範囲

2 下限入力値警報 測定値（ＰＶ）が警報設定値以下のときに警報状態となりま
す。 入力範囲

3 上限偏差警報 偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
上のときに警報状態となります。 ±入力幅

4 下限偏差警報 偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
下のときに警報状態となります。 ±入力幅

5 上下限偏差警報 偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報
設定値以上のときに警報状態となります。 ＋入力幅

6 範囲内警報 偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報
設定値以下のときに警報状態となります。 ＋入力幅

7 待機付き上限入力値警報 測定値（ＰＶ）が警報設定値以上のときに警報状態となりま
す。ただし、電源投入時は無視されます。 入力範囲

8 待機付き下限入力値警報 測定値（ＰＶ）が警報設定値以下のときに警報状態となりま
す。ただし、電源投入時は無視されます。 入力範囲

9 待機付き上限偏差警報
偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
上のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時は無視されます。

±入力幅

10 待機付き下限偏差警報
偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
下のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時は無視されます。

±入力幅

11 待機付き上下限警報
偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報
設定値以上のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時は無視されます。

＋入力幅

12 再待機付き上限偏差警報
偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
上のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時と設定値変更時は無視されます。

±入力幅

13 再待機付き下限偏差警報
偏差［測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）］が警報設定値以
下のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時と設定値変更時は無視されます。

±入力幅

14 再待機付き上下限警報
偏差の絶対値｜測定値（ＰＶ）－設定値（ＳＶ）｜が警報
設定値以上のときに警報状態となります。
ただし、電源投入時と設定値変更時は無視されます。

＋入力幅
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７．バッファメモリ
7.2.35ＢＦＭ＃７６　警報１～４の不感帯設定

ＢＦＭ＃７６で警報１～４の不感帯を設定します。この設定は、警報１～４まで共通の設定となります。
測定値（ＰＶ）が警報設定値付近にあるとき、入力のふらつきによって、警報状態と、非警報状態を
繰り返すことがあります。このとき、警報不感帯を設定することにより、警報状態と、非警報状態の繰り返しを
防ぐことができます。設定範囲は、入力レンジ幅の０．０～１０．０（％）です。

上限入力値警報、上限偏差警報

下限入力値警報、下限偏差警報

上下限偏差警報

警報設定値

測定値(PV)

警報状態 警報状態

非警報状態
時間

測定値(PV)

△

不感帯

警報設定値

測定値(PV)

警報状態 警報状態

非警報状態
時間

測定値(PV)

△ 不感帯

温度設定値(SV)

警報状態

警報状態非警報状態

時間

測定値(PV)

△ 不感帯

測定値(PV)

不感帯
警報設定値

△

警報設定値

▲
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７．バッファメモリ
7.2.36ＢＦＭ＃７７　警報１～４の警報遅延回数

ＢＦＭ＃７７で警報１～４の警報遅延回数を設定します。この設定は、警報１～４まで共通の設定となります。
警報遅延機能とは、設定値（ＳＶ）に対する測定値（ＰＶ）の偏差が警報設定値に達してから、
入力サンプリング回数が警報遅延回数を超えるまで非警報状態とする機能です。
入力サンプリング回数が警報遅延回数を超えるまで警報範囲にとどまっていたばあいに警報状態とします。
設定範囲は０～２５５（回）です。（入力サンプリング周期：５００ｍｓ）

例

警報遅延回数を５回に設定したとき

温度設定値(SV)

警報状態

警報状態

非警報状態

時間

測定値(PV)測定値(PV)

警報設定値

△

入力ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

▲

3回 5回
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７．バッファメモリ
7.2.37ＢＦＭ＃７８　ヒータ断線警報遅延回数

ＢＦＭ＃７８でヒータ断線警報の遅延回数を設定します。この設定は、ＣＨ１、ＣＨ２共通の設定となります。
ヒータ電流の測定値（サンプリング周期：１秒）に異常状態が設定回数だけ連続して続いた場合、警報
状態となります。

設定範囲は３～２５５（回）です。

7.2.38ＢＦＭ＃７９　昇温完了範囲設定

ＢＦＭ＃７９で昇温完了範囲を設定します。この設定は、ＣＨ１、ＣＨ２共通の設定となります。
設定値に対し昇温完了範囲判定させる温度範囲を設定します。
実際の昇温完了判定範囲は上下で判断され、幅としては２倍となります。
設定範囲は１～１０℃の整数。（入力の種類ＢＦＭ＃７０，＃７１には関係しません）

7.2.39ＢＦＭ＃８０　昇温完了ソーク時間

ＢＦＭ＃８０で昇温完了ソーク時間を設定します。この設定は、ＣＨ１、ＣＨ２共通の設定となります。
昇温完了ソーク時間は、昇温完了範囲内に達してから昇温完了フラグを立てるまでの時間です。
温度が昇温完了範囲に達しても、まだ安定していないとき、ソーク時間を持たせて完了判定に待機時間を
持たせることができます。

設定値(SV)△
昇温完了範囲

昇温完了

例1:ｿｰｸ時間設定“0”

設定値(SV)△

例2:ｿｰｸ時間設定 有り

設定値(SV)△

昇温完了範囲

昇温完了範囲

ｿｰｸ時間 ｿｰｸ時間

昇温完了

昇温完了
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７．バッファメモリ
7.2.40ＢＦＭ＃８１　ＣＴモニタ方式切換え

ＢＦＭ＃８１でＣＴモニタの方式を切換えることができます。この設定は、ＣＨ１、ＣＨ２共通の設定となります。
電流検出は１秒のサンプリングで行っています。
温度制御中は、制御出力がＯＮ－ＯＦＦを繰り返していますので、ＯＮ時の電流値、ＯＦＦ時の電流値と交
互に表示されます。出力周期が短い場合、表示値が安定せずわかりにくくなります。
そこで表示（モニタ）方法を選択できるようにしています。
Ｋ０（初期値）を書込むと、ＯＮ電流/ＯＦＦ電流を交互に表示します。
Ｋ１を書込むとＯＮ時の電流のみの表示になります。このとき、ＯＦＦ時の表示はＯＮ時の測定値を保持します。
また、上記どちらの設定でも、制御停止とした場合はＯＦＦ時の電流を表示します。

7.2.41ＢＦＭ＃８２　設定値範囲エラーアドレス

各ＢＦＭに書込まれた設定値に、範囲外エラーが発生したとき、ＢＦＭ＃８２でエラーが発生しているＢＦＭ
番号の確認ができます。
正常時は”０”が格納されています。
エラー発生時は、エラーが発生しているＢＦＭ番号が格納されます。設定範囲を確認した後、正常な値を
再度設定し、エラーリセット（ＢＦＭ＃１０）を行なってください。

7.2.42ＢＦＭ＃８３　設定値のバックアップ指令

ＢＦＭ＃１２～＃２９、＃３２～＃８１の設定値をＦＸ２Ｎ-２ＬＣに内蔵しているＥＥＰＲＯＭに書込みます。
ＦＸ２Ｎ-２ＬＣは、電源投入時、ＥＥＰＲＯＭの内容をバッファメモリに転送し、温調の設定値として使用して
いるため、設定値のバックアップ（ＥＥＰＲＯＭへの書込み）を行うと、次回からＢＦＭ＃１２～＃２９、＃３２
～＃８１の設定が不要となり、制御開始（ＢＦＭ＃１１）にするだけで温度制御が可能となります。
（出荷時ＥＥＰＲＯＭの内容は初期値が格納されています。）

動作説明

(1) 設定値バックアップ指令をＯＮにすると温調器から設定値バックアップ中フラグがＯＮします。
(2) 設定値のバックアップが完了すると設定値バックアップ中フラグがＯＦＦします。これを受けて、設定値
バックアップ指令をＯＦＦして下さい。

(3) 設定値のバックアップ中に設定値のバックアップ指令をＯＦＦすると、設定値バックアップ異常がＯＮしま
す。このばあい、正常に再度バックアップを行って下さい。
バックアップ異常発生時に、電源を再投入すると、各データは初期値になります。

(4) 設定値範囲エラー（ＢＦＭ＃０ ｂ１）発生時は、設定値のバックアップを行ないません。

設定値ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ指令

設定値ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ中

設定値ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ異常
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8．プログラム例
8. プログラム例

立上げ時の注意

● 通電中には端子に触れないでください。
感電の恐れや、誤動作の原因となることがあります。

● 清掃および端子の増締めは、電源をＯＦＦしてから行ってください。
通電中に行うと感電の恐れがあります。

● 温調制御はマニュアルを熟読し、十分に安全を確認してから行ってください。
操作ミスにより機械の破損や事故の原因となることがあります。

● 分解，改造はしないでください。故障、誤動作、火災の原因となることがあります。
＊修理については、三菱電機システムサービス株式会社にお問い合わせください。

● 増設ケーブルなどの接続ケーブルの着脱は電源をＯＦＦしてから行ってください。
故障，誤動作の原因となることがあります。
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8．プログラム例
8.1 プログラム例
ここではＦＸ２Ｎ-２ＬＣを動作させるためのプログラム例を紹介します。

条件

入力レンジ ：Ｋ型－１００．０～４００．０℃

Ｐ．Ｉ．Ｄ値 ：オートチューニングにより設定

警報 ：再待機付き上限偏差警報、再待機付き下限偏差警報

制御応答 ：普通

正動作/逆動作 ：逆動作（初期値）

運転モード ：モニタ＋温度警報＋制御（初期値）

昇温完了範囲 ：３℃

ＣＴモニタ方式 ：ＯＮ電流/ＯＦＦ電流（初期値）

制御出力周期、出力リミッタ、出力変化率リミッタ、ループ断線警報判定時間、警報不感帯、ヒータ断線
警報、センサ補正値、調節感度（不感帯）、１次遅れデジタルフィルタ設定、設定変化率リミッタ、オート
チューニングバイアス、設定リミッタ、昇温完了ソーク時間の設定はなし。（初期値とします。）

デバイス割付け

入力 Ｘ０００：ＯＦＦ→ＯＮ時、初期化
Ｘ００１：ＯＦＦ→ＯＮ時、エラーリセット
Ｘ００２：制御開始（ＯＮ）/停止（ＯＦＦ）
Ｘ００３：ＯＦＦ→ＯＮ時、オートチューニング実行（ＣＨ１）
Ｘ００４：ＯＦＦ→ＯＮ時、オートチューニング実行（ＣＨ２）
Ｘ００５：ＯＦＦ→ＯＮ時、ＥＥＰＲＯＭ書込み

補助リレー Ｍ０ ～ Ｍ１５：フラグ
Ｍ２０～ Ｍ３５：イベント（ＣＨ１）
Ｍ４０ ～ Ｍ５５：イベント（ＣＨ２）

データレジスタＤ０、Ｄ１：設定値
Ｄ２ ：不使用
Ｄ３ ：ＣＨ１の温度測定値（ＰＶ） Ｄ４ ：ＣＨ２の温度測定値（ＰＶ）
Ｄ５ ：ＣＨ１の制御出力値（ＭＶ） Ｄ６ ：ＣＨ２の制御出力値（ＭＶ）
Ｄ７ ：ＣＨ１のヒータ電流測定値 Ｄ８ ：ＣＨ２のヒータ電流測定値
Ｄ８２：設定値範囲エラーアドレス
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8．プログラム例
シーケンサのプログラム

MOV

K1000 D 0
M8002

K1000 D 1

K 0 K 12 D 0 K 1

K 0 K 21 D 1 K 1

K 0 K 14 K-300 K 1

K 0 K 23 K-300 K 1

K 0 K 32 K 2 K 1

K 0 K 51 K 2 K 1

K 0 K 36 K 1 K 1

K 0 K 55 K 1 K 1

K 0 K 46 K 1 K 1

K 0 K 65 K 1 K 1

K 0 K 50 K100 K 1

K 0 K 69 K100 K 1

設定値として１００.０℃を設定

設定値の書込み
Ｄ０，Ｄ１によりシーケンサ ＲＵＮ
中常に設定値の変更ができます。

警報１の設定値
「上限偏差３０.０℃」

制御応答パラメータ
「普通」

正動作／逆動作選択
「逆動作」
（初期値）

設定リミッタ上限／下限
「上限４００.０℃，下限－１００.０℃」
（２チャンネル共）

ループ断線警報不感帯
「±１０.０℃」

K 0 K 13 K 300 K 1

MOV

TO

TO
M8000

M15

K 0 K 22 K 300 K 1

警報２の設定値
「下限偏差－３０.０℃」

K 0 K 47 K4000 K 1

K 0 K 66 K4000 K 1

K 0 K 48 K-1000 K 1

K 0 K 67 K-1000 K 1

運転モード
「モニタ＋温度警報＋制御」
（初期値）

温調
ﾚﾃﾞｨｰﾌﾗｸﾞ

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P
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8．プログラム例
K 0 K 70 K 1 K 1
M15

K 0 K 71 K 1 K 1

K 0 K 72 K 12 K 1

K 0 K 73 K 13 K 1

K 0 K 81 K 0 K 1

K 0 K 0 K4M0 K 1

K 0 K 1 K4M20 K 1

K 0 K 2 K4M40 K 1

K 0 K 3 D 3 K 2

K 0 K 5 D 5 K 2

K 0 K 7 D 7 K 2

K 0 K 82 D 82 K 1

入力の選択
「Ｋ型－１００.０～４００.０℃」
（２チャンネル共）

警報モード設定
「再待機付き上限偏差警報」

昇温完了範囲
「３℃」

ＣＴモニタ方式
「ＯＮ電流／ＯＦＦ電流」（初期化）

温度測定値（ＰＶ）
ＢＦＭ＃３（ＣＨ１）→Ｄ３
ＢＦＭ＃４（ＣＨ２）→Ｄ４
制御出力値（ＭＶ）
ＢＦＭ＃５（ＣＨ１）→Ｄ５
ＢＦＭ＃６（ＣＨ１）→Ｄ６

K 0 K 79 K 3 K 1

M8000

警報モード設定
「再待機付き下限偏差警報」

フラグ
ＢＦＭ＃０→Ｍ０～Ｍ１５

イベント（ＣＨ１）
ＢＦＭ＃１→Ｍ２０～Ｍ３５

イベント（ＣＨ２）
ＢＦＭ＃２→Ｍ４０～Ｍ５５

ヒータ電流測定値
ＢＦＭ＃７（ＣＨ１）→Ｄ７
ＢＦＭ＃８（ＣＨ１）→Ｄ８
設定値範囲エラーアドレス
ＢＦＭ＃８２→Ｄ８２

FROM

FROM

FROM

FROM

FROM

FROM

FROM

温調
ﾚﾃﾞｨｰﾌﾗｸﾞ

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P
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8．プログラム例
● 実用されるプログラムでは、初期設定、またはＥＥＰＲＯＭ の書込みにより確定されている設定に対し、
再度同じ数値を書込むプログラムは不要です。

● 本例では、フラグ（ＢＦＭ＃０）、イベント（ＢＦＭ＃１、＃２）の状態を補助リレー（Ｍ）でモニタでき
るようにしています。外部に出力されるときは、各補助リレーを接点として用い、出力（Ｙ）を駆動して
ください。

K 0 K 9 K 0 K 1

K 0 K 9 K 1 K 1

K 0 K 18 K 0 K 1

K 0 K 27 K 0 K 1

K 0 K 20 K 0 K 1

K 0 K 29 K 0 K 1

K 0 K 20 K 1 K 1

全データの初期化
Ｘ０００をＯＮにすると全データの初期化を
行ないます。
（不要なときはプログラム省略可）

K 0 K 10 K 0 K 1
エラーリセット指令
Ｘ００１をＯＮにするとフラグ（ＢＦＭ＃０）
で発生している全エラーのリセットを行ないま
す。

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

 TO P

初期化無効

X001

初期化実行

X000

ｴﾗｰﾘｾｯﾄ無効

AT実行中(CH1)

AT実行中(CH2)

END

K 0 K 10 K 1 K 1 TO P
X001

ｴﾗｰﾘｾｯﾄ実行

K 0 K 11 K 0 K 1 TO P
制御停止

K 0 K 11 K 1 K 1 TO P
X002

制御開始

K 0 K 29 K 1 K 1 TO P
AT実行(CH2)

X000

X002

M34

M15

M54

X003

AT実行(CH1)

X004

制御停止／制御開始
Ｘ００２がＯＦＦのとき制御停止
Ｘ００２がＯＮのとき制御開始
制御出力をＯＦＦにするときは必ずこのプログ
ラムが必要です。
（シーケンサ本体のＲＵＮＳＴＯＰ切換えで
制御出力をＯＦＦにすることはできません。）

本例ではＡＵＴＯモードのみ使用しています。
切換えが必要なときは切換え条件によりＢＦＭ
＃１８，＃２７にＫ１を書込んでください。

ＡＴ（オートチューニング）実行
Ｘ００３，Ｘ００４をＯＮにするとＡＴを実行
します。実行後はＸ００３，Ｘ００４をＯＦＦ
にしても動作を継続します。
ＡＴ実行中フラグ（Ｍ３４，Ｍ５４）がＯＦＦ
になるとＡＴ完了と判断し、ＢＦＭ＃２０，
＃２９にＫ０を書込みます。これにより再度
ＡＴ実行が可能な状態になります。
ＡＴ再実行が不要なときは、上部２行を省略す
ることができます。
（Ｍ３４，Ｍ５４は、イベントの状態により
ＯＮ／ＯＦＦします。）

温調
ﾚﾃﾞｨｰﾌﾗｸﾞ

M0
Y 0

M28
Y 1

M48
Y 2

ｴﾗｰ有り

CH1 ﾙｰﾌﾟ断線

CH2 ﾙｰﾌﾟ断線

エラー有り出力

ＣＨ１ループ断線警報出力

ＣＨ２ループ断線警報出力

例
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９．トラブルシューティング
9. トラブルシューティング

ＦＸ２Ｎ-２ＬＣが認識できるエラー（駆動用２４Ｖ電源の供給状況や、ヒータ断線、ループ断線など）は、
フラブ（ＢＦＭ＃０）やイベント（ＢＦＭ＃１、＃２）をＦＲＯＭ命令で読出し、確認することができます。

フラグ（ＢＦＭ＃０）のうちエラーを表すもの

イベント（ＢＦＭ＃１、＃２）のうちエラーを表すもの

これらのエラー発生時には、「内容」の項目に記載されている項目が原因として考えられます。
各、エラー原因を取除いた後、ＢＦＭ＃１０によりエラーのリセットをおこなってください。
エラーの原因が残っている時は、再度エラーを表すビットがＯＮします。

その他のエラー原因

フラグやイベント以外にも以下の状況が考えられます。

(1) ＴＯ命令により書込んだ設定値で動作しない。
･ シーケンサとの接続が正しく行われているか確認して下さい。（コネクタ位置、差込具合）
･ ＦＲＯＭ/ＴＯ命令で指定しているユニット番号やＢＦＭ番号が正しく指定されているか確認して下さい。

(2) ＰＯＷＥＲ　ＬＥＤがＯＮしない。
･ シーケンサとの接続が正しく行われているか確認して下さい。（コネクタ位置、差込具合）
･ シーケンサ本体のサービス電源の使用量が使用可能範囲を超えていないか確認して下さい。

ビット番号 内容 動作

ｂ０ エラー有り 下記ｂ１～ｂ１０のエラー発生時ＯＮします。

ｂ１ 設定値範囲エラー有り 設定範囲外のデータが書き込まれるとＯＮします。

ｂ２ ＤＣ２４Ｖ電源異常 駆動用電源（ＤＣ２４Ｖ）が供給されていないときＯＮします。

ｂ３ 設定値バックアップ異常
ノイズによる異常またはＦＸ２Ｎ-２ＬＣの故障発生時ＯＮします。
電源をＯＮ/ＯＦＦしてもエラー内容が消えないときは、
三菱電機システムサービス株式会社にご相談ください。

･･･

･･･

･･･

ｂ８ 調整データ異常の
サムチェックエラー ノイズによる異常またはＦＸ２Ｎ-２ＬＣの故障発生時ＯＮします。

電源をＯＮ/ＯＦＦしてもエラー内容が消えないときは、
三菱電機システムサービス株式会社にご相談ください。ｂ９ 冷接点温度補償データエラー

ｂ１０ Ａ/Ｄ変換値異常

ビット番号 割付け 内　　容

ｂ０ 入力異常（上限） 入力値がオーバースケールのときＯＮします。

ｂ１ 入力異常（下限） 入力値がアンダースケールのときＯＮします。

ｂ２ 冷接点温度補償データエラー ノイズによる異常またはＦＸ２Ｎ-２ＬＣの故障発生時ＯＮします。
電源をＯＮ/ＯＦＦしてもエラー内容が消えないときは、
三菱電機システムサービス株式会社にご相談ください。ｂ３ A/D変換値異常

ｂ４ 警報１ 警報が発生するとＯＮします。

ｂ５ 警報２ 警報が発生するとＯＮします。

ｂ６ 警報３ 警報が発生するとＯＮします。

ｂ７ 警報４ 警報が発生するとＯＮします。

ｂ８ ループ断線警報 ループ断線警報が発生するとＯＮします。

ｂ９ ヒータ断線警報 ヒータ断線警報が発生するとＯＮします。

ｂ１０ ヒータ溶着警報 ヒータ溶着警報が発生するとＯＮします。
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改訂履歴
作成日付 副番 内    容

1999 年 12月 Ａ 初版作成

2002 年 7月 Ｂ V1.22で追加された機能の追加
･ AT 異常終了フラグの追加 (7.2.1)
･ 出力状態モニタの追加 (7.2.2)
･ AT 実行時､比例帯の扱いを変更 (5.3.1)

2003 年 3月 Ｃ 形名，形名コードの追記

2006 年 8月 Ｄ お問合わせ先の記載内容を更新

2007 年 3月 Ｅ JIS 規格追記
FX3U/FX3UCシリーズ対応
誤記訂正

2007 年 9月 Ｆ FX3UC-32MT-LTとの接続可能台数を追記
お問合わせ先の記載内容を更新

2015 年 4月 Ｇ お問合わせ先の記載内容を更新
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北海道支店
(011)890-7515

新潟機器サービスステーション
(025)241-7261

北陸支店
(076)252-9519

京滋機器サービスステーション
(075)611-6211
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(079)269-8845
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(082)285-2111

北日本支社
(022)353-7814
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(03)3454-5521
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(045)938-5420
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(048)859-7521

静岡機器サービスステーション
(054)287-8866

中部支社
(052)722-7601

四国支店
(087)831-3186

岡山機器サービスステーション
(086)242-1900

九州支社
(092)483-8208

長崎機器サービスステーション
(095)818-0700

2014年6月25日現在

サービスのお問合わせは下記へどうぞ

サ ー ビ ス ネ ッ ト ワ ー ク





本社機器営業部 . . . .〒100-8310
北海道支社 . . . . . . . .〒060-8693
東北支社 . . . . . . . . . .〒980-0011
関越支社 . . . . . . . . . .〒330-6034
新潟支店 . . . . . . . . . .〒950-8504
神奈川支社 . . . . . . . .〒220-8118
北陸支社 . . . . . . . . . .〒920-0031
中部支社 . . . . . . . . . .〒451-8522
豊田支店 . . . . . . . . . .〒471-0034
関西支社 . . . . . . . . . .〒530-8206
中国支社 . . . . . . . . . .〒730-8657
四国支社 . . . . . . . . . .〒760-8654
九州支社 . . . . . . . . . .〒810-8686

東京都千代田区丸の内2-7-3(東京ビル) . . . . . . . 
札幌市中央区北二条西4-1(北海道ビル) . . . . . . . 
仙台市青葉区上杉1-17-7(仙台上杉ビル) . . . . . . 
さいたま市中央区新都心11-2(明治安田生命さいたま新都心ビル
新潟市中央区東大通2-4-10(日本生命ビル) . . . . 
横浜市西区みなとみらい2-2-1(横浜ランドマーク
金沢市広岡3-1-1(金沢パークビル) . . . . . . . . . . . 
名古屋市西区牛島町6-1(名古屋ルーセントタワー
豊田市小坂本町1-5-10(矢作豊田ビル) . . . . . . . . 
大阪市北区大深町4-20(グランフロント大阪 タワ
広島市中区中町7-32(ニッセイ広島ビル) . . . . . . 
高松市寿町1-1-8(日本生命高松駅前ビル) . . . . . 
福岡市中央区天神2-12-1(天神ビル) . . . . . . . . . . 

〒100-8310    東京都千代田区丸の内2-7-

お問合わせは下記へどうぞ

サービスにつきましては本文巻末ページをご参照ください。

FW-Sシリーズ/FW-Vシリーズ/FW-Aシリ
EcoServer/E-Energy/検針システム/エネ
電力量計/計器用変成器/指示電気計器/管
ノーヒューズ遮断器/漏電遮断器/MDUブ
US-Nシリーズ
MS-Tシリーズ/MS-Nシリーズ

MELFAシリーズ

FR-E700EX/MM-GKR

三相モータ225フレーム以下
FREQROLシリーズ

MELSOFT MTシリーズ/MRシリーズ
C言語コントローラインタフェースユニッ
モーションCPU（MELSEC iQ-R/Q/Aシリ
シンプルモーションユニット（MELSEC i
位置決めユニット（MELSEC iQ-R/Q/L/A
MELSERVOシリーズ
MELSOFT GTシリーズ
GOT2000/1000/A900シリーズなど
GOT-F900/DUシリーズ

安全コントローラ（MELSEC-WSシリーズ
安全シーケンサ（MELSEC-QSシリーズ）
MELSOFT PXシリーズ
二重化CPU
プロセスCPU

Q80BDシリーズなど
SW□D5F-CSKP/OLEX/XMOPなど
MELSOFT MXシリーズ
MELSOFT iQ Works（Navigator）
SW□IVD-GPPA/GPPQなど
MELSOFT GXシリーズ

サーボ/位置決めユニット/シンプルモーションユニット/
モーションコントローラ

電力管理用計器/省エネ支援機器/小容量UPS（5kVA以下）
低圧遮断器

三相モータ225フレーム以下
低圧開閉器

電力計測ユニット/絶縁監視ユニット（QE8□シリーズ）

対象機種

受付時間　月曜～金曜 9：00～16：00（祝日・当社休日を除く）●FAX技術相談窓口　

お問い合わせの際には、今一度電話番号をお確かめの上、お掛け間違いのないようお願い致
※1：春季・夏季・年末年始の休日を除く　※2：金曜は17：00まで　※3：土曜・日曜・祝日を除く　※4：月曜
※5：月曜～木曜の9：00～17：00と金曜の9：00～16：30　※6：受付時間9：00～17：00

小容量UPS（5kVA以下）
省エネ支援機器
電力管理用計器
低圧遮断器

低圧開閉器

ロボット
電磁クラッチ・ブレーキ/テンションコントローラ

MELQIC IU1/IU2シリーズデータ収集アナライザ 

センサレスサーボ

三相モータ
インバータ

表示器

QE8□シリーズ電力計測ユニット/絶縁監視ユニット

MELSEC Safety

MELSEC計装/Q二重化

iQ Sensor Solution
C言語コントローラ/MESインタフェースユニット/高速データロガーユニット
MELSECパソコンボード

MELSOFT 通信支援ソフトウェアツール

MELSOFT 統合エンジニアリング環境

MELSOFT シーケンサプログラミングツール

アナログユニット/温調ユニット/温度入力ユニット/高速カウンタユニット
ネットワークユニット/シリアルコミュニケーションユニット
MELSEC iQ-F/FX/Fシーケンサ全般
MELSEC iQ-R/Q/L/QnA/Aシーケンサ一般（下記以外）

シーケンサ

対象機種

受付時間※1　月曜～金曜 9：00～19：00，土曜・日曜・祝日 9：00～17：00●電話技術相談窓口

製品ごとにお問い合わせを受け付けております。

仕様・機能に関するお問い合わせ

www.MitsubishiElectric.co.jp/fa

インターネットによる

三菱電機FAサイトでは、製品や

各種お問い合わせ窓口をご提

CADデータ等のダウンロード
ユーザーズマニュアル

FX2N-2LC 形温度調節ブロック
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
 ランド･アクシス･タワー 34F) . . .

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
タワー) . . . . . . . . . . . . . . . .

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ー A) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

(03)3218-6760
(011)212-3794
(022)216-4546
(048)600-5835
(025)241-7227
(045)224-2624
(076)233-5502
(052)565-3314
(0565)34-4112
(06)6486-4122
(082)248-5348
(087)825-0055
(092)721-2247

3(東京ビル)

ーズ/FW-Fシリーズ
ルギー計測ユニット/　B/NETなど

理用計器/タイムスイッチ
レーカ/気中遮断器（ACB）など

ト（Q173SCCF）/ポジションボード
ーズ）

Q-R/iQ-F/Q/Lシリーズ）
シリーズ）

）

084-926-8340
084-926-8280
0574-61-1955
0536-25-1258※7

084-926-8340

FAX番号

084-926-8300※3※4

0536-25-0900※3※5

052-719-4557※2※3

052-719-4556
052-719-4559

052-719-4170

052-721-0100

052-722-2182
052-722-2182

052-712-6607

052-712-2417

052-725-2271※2

052-719-4557※2※3

052-712-3079※2

052-712-2830※2

052-712-2370

052-711-0037

052-712-2579
052-712-2578
052-725-2271※2

052-711-5111

します。
～金曜の9：00～16：30　

052-712-5430※3※6

052-712-5440※3※6

電話番号

情報サービス「三菱電機FAサイト」

事例などの技術情報に加え、トレーニングスクール情報や

供しています。また、メンバー登録いただくとマニュアルや

、eラーニングなどの各種サービスをご利用いただけます。
JY992D85701G
(MEE)
この印刷物は2015 年 4月の発行です。なお､お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。
 2015 年 4月作成
三菱電機FAサイトの「仕様・機能に関するお問い合わせ」もご利用ください。
※7：月曜～木曜の9：00～17：00と金曜の9：00～16：30（祝日・当社休日を除く）

形名 FX2N-2LC-U-J
形名
コード 09R601
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